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ゆ
く
甲

C 叫 ＯｆＫＯＳＨ ＵＪ ‾i）Ｕﾉの辿 ４ｎ ｙｈtﾉ訃 回 泌ｇ

Ｏ ｎ Ｎ ｏｖｅｍ ｂｅｒ Ｐ ， 2005 ， tｈｅ ｎｅｗ “Cit ｙ ｏｆ ＫＯ ＳＨ Ｕ ”， ｗ ａs ｅstablished thr ｏｕgh t ｈｅ ｍ ｅrger ｏｉＩＥｎｚａｎ ｃｉ嘔 Ｋａtsｕｎｕｎｌａ-

ｃｈｏ･ ａｎｄ Ｙｉｍ ａtｏ ｖillage･

lt is s ｏｏｎ ｃｅｌｅｂｒａting its 10t ｈ ａｎｎｉｖｅrsａｒｙ this ｙｅａｒ･

Ｍrithitsab ｕｎｄａｎt ｎａtｕｒｅt ｈｅ ｎｅｗcit ｙ ｏｆＫ Ｏ ＳＨ Ｕ ６ｎｄsitselfina “F ｒｕit Ｋｉｎｇｄｏｍ ”ofs ｏｒts･ ｗith ｗi“ ｅs ゛il116edhe ｒe6nding

their ｗａy int ｏ ｍ ａrkets ａｆｏｕnd the ｗ ｏｒld. Ｔｈｅ ｖitａｌ ｎａtｕｒal sｅtting is ｃｏｍ Ｐｌｅｍ ｅｎted by ａ ｒich c ｕlt“『ｅ ａssｏｄ ２ted

ｗith thr ｅｅ ｇｅｎｅｒａtｉｏｎs ofthe Tlkeda ｓ･ tｈｅ ｄ ａ ｏｆ the £ｌｍ ｏｕｓ ＪａＰａｎｅse milit ａｆｙ ｃｏｍ ｍ ａ”de11　　　　　｡

０ ｎt ｈｅ ｏｃｃａsionofits 10t ｈ ａｎｎｉｖｅrs ａｒy;t ｈｅＰｅｏＰｌｅ ａｎｄthe ｒｅｇｉｏｎsoftheCity ｏｆ ＫＯ ＳＨ Ｕ ａrｅtakinli “ ｅｗPositi ｖｅstePs t

ｏｗａrds ｒeafn ｒming thei ｒ birth ｒight ｖa1ｕｅs.

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
、
塩
山
市
、
勝
沼
町
、
大
和
村
が
合
併
し
て

新
市
「
甲
州
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

大
菩
薩
嶺
を
は
じ
め
と
す
る
峰
々
か
ら
流
れ
下
る
清
流
は

美
し
い
渓
谷
を
つ
く
り
、
田
畑
を
う
る
お
し

い
ち
ご
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、
も
も
、
ぶ
ど
う
、
こ
ろ
柿
な
ど

四
季
折
々
の
豊
か
な
実
り
を
生
み

訪
れ
る
多
く
の
旅
人
た
ち
と
の
交
流
の
舞
台
を
つ
く
り

農
業
に
い
そ
し
む
人
た
ち
に
、
果
樹
王
国
の
称
号
を
与
え
ま
し
た
。

日
本
固
有
の
ぶ
ど
う
「
甲
州
」
か
ら
醸
成
す
る
香
り
高
い
ワ
イ
ン
は

千
年
の
夢
を
乗
せ
、
世
界
の
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｕ
と
し
て
羽
ば
た
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
甲
州
は
、
戦
国
の
名
将
を
生
ん
だ
武
田
家
ゆ
か
り
の
聖
地
と
し
て

彩
り
あ
ふ
れ
る
独
自
の
文
化
を
育
み

先
人
の
英
知
を
伝
え
る
建
造
物
や
数
多
く
の
神
社
仏
閣
は

歴
史
の
重
さ
と
、
生
き
る
尊
さ
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

市
制
施
行
十
周
年
を
迎
え
た
甲
州
市
は

人
も
、
地
域
も
、
自
ら
の
価
値
に
め
ざ
め
て
ゆ
く

新
た
な
出
発
の
と
き
を
迎
え
て
い
ま
す
。
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し
、
人
と
自
然
、
歴
史
文
化
が
相
互
に
織
り
な
す
風
土

と
な
り
、
魅
力
的
な
地
域
を
創
り
上
げ
て
き
た
結
晶
で

あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
地
域
の
垣
根
を
超
え
た
交
流
を
活
発
に

田
辺
　
篤



甲
州
市
十
年
の
歩
み
。

塩
山
市
、
勝
沼
町
、
大
和
村
が
合
併
し
誕
生
し
た
甲
州
市
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
が
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
様
々
な
行
事
を
通
じ
て
、
新
し
い

将
来
像
「
豊
か
な
自
然
、
歴
史
と
文
化
に
彩
ら
れ
た
果
樹
園
交
流
の
ま

ち
」
実
現
を
め
ざ
し
、
力
強
く
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

甲州市役所開庁式

フランス共和国ボーヌ市姉妹都市協定締結アメリカ合衆国アイオワ州エイムズ市
友好都市協定締結
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ＫＯ ＳＨ Ｕ ｈａs tａｋｅｎ ｃｏｎｎｄｃｎt strides t ｏｗａrds ａｃｈｉｅｖｉｎｇ ａ ｎｅｗ filtｕrｅｖisｉｏｎ ｏｆａ “li 〕ｗｎ ａt tｈｅ ｃｏｎ
ｎ
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2
0
0
5

年

（
平

成

１７

年

）

2
0
0
6

年

（

平

成

１８

年

）

2
0
0
7

年

（

平

成

１９

年

）

１ １

月

・…
…１

１
１
１
Ｘ

ｉ

ｌ

～

ｉｊ

・

塩
山

市
・
勝

沼
町
・
大

和
村

が
合

併
「
甲
州

市

制

施
行

」（
１
日

）

・

甲

州
市

役
所

開

庁

式
（
１

日

）

・

第

一
回

甲

州

市
長

／

市

議

会

議

員

選

挙

１２
月
　
・
第
一
回

甲
州
市
議
会

臨
時
会

３
月
　
・
甲
州
市
・
山
梨
市
・
笛
吹
市
消
防
団
相
互
応
援
協
定
締
結

４
月
　
・
鈴
宮
寮
完
成

・
神
奈
川
県
大
和
市
友
好
都
市
協
定
締
結

６
月
　
・
塩
山
南
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

８
月
　
・
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
開
催
／
甲
州
市
子
ど
も
憲
章
制
定

・
甲
州
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
策
定

１０
月
　
・
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
ボ
ー
ヌ
市
姉
妹
都
市
協
定
締
結

・
千
葉
県
富
津
市
友
好
都
市
並
び
災
害
時
相
互
援
助
協
定
締
結

１１
月
　
・
市
制
施
行
一
周
年
記
念
式
典

・
市
民
憲
章
、
市
の
「
木
≒
花
≒
鳥
」
制
定

・
第
一
次
甲
州
市
行
政
改
革
大
綱
策
定

・
甲
州
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｊ
ｏ

Ｙ
開
所

１２
月
　
・
景
徳
院
「
武
田
勝
頼
の
墓
」
経
石
出
土

・
甲
州
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
開
始

・
甲
州
市
の
ご
み
の
焼
却
処
理
に
係
る
協
定
書
締
結
（
甲
府
市
）

２
月
　
・
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事
務
組
合
設
立

３
月
　
・
大
和
小
学
校
屋
内
運
動
場
完
成

４
月
　
・
大
和
児
童
ク
ラ
ブ
開
所

・
つ
ど
い
の
広
場
「
あ
っ
ぷ
っ
ぷ
」
開
所

５
月
　
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ア
イ
オ
ワ
州
エ
イ
ム
ズ
市

友
好
都
市
協
定
締
結

８
月
　
・
大
日
影
ト
ン
ネ
ル
遊
歩
道
開
通

９
月
　
・
甲
州
市
「
親
の
あ
り
方
」
十
か
条
制
定

３
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こうしゅう市民懇談会都市との交流事業｢里･まち連携｣

近代化産業遺産群認定

１１

月
　

・

市

制

施

行
二

周

年

記

念

式

典

・
市
民
バ
ス
「
甲
州
市
縦
断
線
」
運
行
開
始

・
経
済
産
業
省

近
代
化
産
業
遺
産
群
認
定

１２
月
　
・
甲
州
市
原
産
地
呼
称
ワ
イ
ン
認
証
条
例
制
度
制
定

2
0
0
8
年

３
月

（
平
成
2
0年
）

・
第
一
次
甲
州
市
総
合
計
画
策
定

・
災
害
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
甲
州
市
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
作
成

・
ふ
れ
あ
い
の
森
総
合
公
園
フ
ル
ー
ツ
パ
ラ
ダ
イ
ス
オ
ー
プ
ン

・
国
道
四
一
一
号
塩
山
バ
イ
パ
ス
開
通

４
月
　
・
勝
沼
Ｅ
Ｃ
ナ
ビ
の
森

森
林
整
備
協
定
締
結

・
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
（
甲
州
市
域
）
全
面
供
用
開
始

５
月
　
・
峡
東
地
域
広
域
水
道
企
業
団

柚
口
浄
水
場
水
道
用
水
供
給
開
始

・
宮
光
園
フ
ィ
ル
ム
修
復
作
業
終
了

・
こ
う
し
ゅ
う
市
民
懇
談
会
開
始
（
市
内
十
三
箇
所
）

８
月
　
・
国
民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

競
技
開
催

国
民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（

ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
開
催

９

月

１ ０

月

１ １

月

2
0
0
9
年

３
月

（
平
成
2
1年
）

４

月

５

月

７

月

１１

月
2
0
1
0

年

１

月

（
平

成
2
2
年

）

３

月

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
よ
っ
て
け
し
」
開
店

・
バ
ス
路
線
「
Ｊ
Ｒ
甲
斐
大
和
駅
～
上
日
川
峠
線
」
運
行
開
始

・
市
制
施
行
三
周
年
記
念
式
典

・
塩
山
消
防
署
勝
沼
分
署
完
成

・
都
市
と
の
交
流
事
業
「
里
・
ま
ち
連
携
」
ス
タ
ー
ト

（
東
京
都
中
野
区
ほ
か
）

・
甲
州
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

・
第
一
期
ま
ち
の
ソ
ム
リ
エ
認
定
実
施

・
都
市
マ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
市
長
と
語
ろ
う
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
」
開
催

・
第
四
回
ま
ち
交
大
賞
（
国
土
交
通
省
）
創
意
工
夫
大
賞

受
賞

・
市
制
施
行
四
周
年
記
念
式
典

・
イ
ギ
リ
ス
ロ
ン
ド
ン
甲
州
ワ
イ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

・
塩
山
北
小
学
校
屋
内
運
動
場
完
成

４
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原産地呼称ワイン認証制度市民の歌　みのりの風､ 虹の丘披露

３

月

４
月
５
月
６
月

・
あ
る
～
く
こ
う
し
ゅ
う
検
定

実
施

・
甚
六
桜
公
園
「
さ
く
ら
橋
」
完
成

・
ぽ
き
ぽ
き
マ
ン
の
歌
（
甲
州
市
食
育
の
歌
）
発
表

・
甲
州
民
家
情
報
館
完
成

・
日
仏
自
治
体
交
流
会
議
参
加

・
甲
州
市
役
所
新
本
庁
舎
完
成

・
塩
山
西
児
童
ク
ラ
ブ
開
所

・
新
仲
沢
ガ
ー
ド
一
部
供
用
開
始

７
月
　
・
第
一
期
甲
州
市
フ
ル
ー
ツ
娘
委
嘱

・
甲
州
市
完
熟
桃
／
試
食
・
食
べ
歩
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催

・
甲
州
市
役
所
新
本
庁
舎
開
庁
式

１ ０

月

１ １

月

2
0
1
1

年

１

月

（
平

成
2
3
年

）

３

月

・
第
一
回
甲
州
フ
ル
ー
ツ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

・
市
制
施
行
五
周
年
記
念
式
典

市
民
の
歌
「
み
の
り
の
風
、
虹
の
丘
」
発
表

甲
州
市
民
賞
創
設

※
八
周
年
式
典
か
ら
「
市
民
栄
誉
賞
」
に
名
称
変
更

・
企
業
の
森
（
甲
州
市
オ
ル
ビ
ス
の
森
）
森
林
整
備
協
定
締
結

・
近
代
化
産
業
遺
産
「
宮
光
園
」
オ
ー
プ
ン

・
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
開
始

・
第
二
次
甲
州
市
行
政
改
革
大
網
策
定

４
月
　
・
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
拡
大

・
甲
州
市
発
達
障
害
児
支
援
に
係
る
人
材
育
成
事
業
開
始

６
月
７
月

・
甲

州

市

節
電

宣

言

・

甲

州
市

就
農

定

着

支

援

制

度

推

進

事
業

開

始

・

甲

州
市

地

域

お

こ
し

協

力

隊

事

業
開

始

・
「
富

士

の
国
や

ま

な
し

」
海
外

戦

略

プ
ロ
モ

ー

シ
ョ
ン
事
業

参

加

（

シ
ン

ガ

ポ

ー
ル

ト

ッ

プ

セ

ー

ル

ス

）

９
月
　
・
甲
州
市
原
産
地
呼
称
ワ
イ
ン
認
証
制
度

第
一
回
認
証
書
交
付

・
東
京
都
中
野
区

災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
締
結

１０

月

１ １

月

・
甲
州
市
「
確
か
な
学
力
」
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

・
市
制
施
行
六
周
年
記
念
式
典

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
（
塩
山
地
域
）
実
証
運
行
開
始

１２
月
　
・
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
北
ロ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成

５
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甘草屋敷子ども図書館10 周年記念講演会開催

甘草連携協定調印式〔甘草屋敷〕

第28 回 国 民 文化 祭･ や まなし2013｢ 民 俗 芸能 の 祭 典｣大雪による被害の様子(2014.2)

2
0
1
2

年

（
平

成
2
4
年

）

３
月
　
・
塩
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念

小
中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

・
市
民
バ
ス
（
勝
沼
地
域
）
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
運
行
開
始

７
月
　
・
甘
草
屋
敷
子
ど
も
図
書
館
十
周
年
記
念
講
演
会
開
催

１１
月
　
・
市
制
施
行
七
周
年
記
念
式
典

・
市
民
提
案
型
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
に
よ
る
提
案
事

業
開
始

１２
月
　
・
甲
州
市
景
観
計
画
策
定
、
景
観
条
例
制
定

2
0
1
3
年

１
月

（
平
成
2
5年
）

２

月

４

月

・
第
二
十
八
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
な
し
2
0
1
3
　

甲
州
市
か
ら
ス
タ
ー
ト

（
田
野
十
二
神
楽
、
藤
木
道
祖
神
太
鼓
乗
り
）

・
第
二
十
八
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
な
し
2
0
1
3
　

「
民
俗
芸
能
の
祭
典
」
二

之
瀬
高
橋
「
春
駒
」
）

・
甘
草
連
携
協
定
締
結

・
甲
州
市
総
合
計
画
後
期
計
画
策
定

・
Ｊ
Ｒ
塩
山
駅
南
ロ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成

６

月
　

・

ア

メ
リ

カ

ー
エ

イ

ム
ズ

市

友
好

都

市

交

流

二

十

周

年
記

念

セ

レ
モ

ニ

ー

７

月
　

・

全
国

甘

草

栽

培

協

議

会

第

一

回

国

産

甘
草

栽

培
検

討

会

８

月
　

・
甲

州

市

消

防

団

女

性

消

防

隊

誕

生

１０

月
　

・
市

道
下

塩

後

二

二

号

線
東

第

一
工

区

開

通

・
民

間

高

速

バ
ス
「
甲

州

ワ

イ

ン
ラ

イ

ナ

ー
」
運

行

開

始

１１

月
　

・
市

制

施

行

八

周

年
記

念

式
典

・
甲

州

市

観

光

大

使

委

嘱
（
辰

巳

琢

郎

さ
ん
／

大

川

栄

子

さ
ん
／

中

村
桂

さ
ん
／

土
屋

哲
夫

さ
ん
／

天

野

和
明

さ
ん
／

小
川

壮
太

さ
ん
）

・
民

間

バ

ス
「
塩

山
丿

富
士

山
駅

線

」
運

行

開

始

１２

月
　

・

北

海

道

こ

ろ

柿

ト
ッ

プ

セ

ー
ル

ス
初

開

催

・

甲

州

市

民
文

化

会

館

リ

ニ
ュ

ー

ア

ル

オ

ー

プ

ン

2
0
1
4
年

２
月

（
平
成
2
6年
）

・

災
害

時
に

お
け

る
被
害

家
屋

状

況
調

査

に
関

す
る
協

定
締

結

・

市
内

全

域

に

Ｉ
メ

ー
ト

ル

超

の
記

録

的

積
雪
（
1
4・
１５

日

）

４
月
　
・
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
を
中
学
三
年
生
ま
で
拡
大

・
甲
州
市
農
機
具
等
登
録
制
度
（
農
機
具
バ
ン
ク
）
開
始

６

･.･jl
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首都圏甲州市県人会 設立総会

甲州ワインの日を祝う記念セミナー開催

甲州市消防団女性消防隊市制施行10 周年記念式典

2
0
1
5

年

（
平

成
2
7
年

）
４

月

・
甲
州
市
親
元
就
農
支
援
事
業
開
始

・
災
害
時
に
お
け
る
医
療
救
護
に
つ
い
て
の
協
定
締
結

・
全
国
ブ
ド
ウ
産
地
協
議
会
設
立
総
会

・
第
一
回
全
国
ブ
ド
ウ
サ
ミ
ッ
ト
開
催

７
月
　
・
甲
州
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

・
甲
州
市
地
域
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
締
結

８
月
　
・
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器
設
置

・
Ｊ
Ｒ
中
央
線
歩
道
地
下
道
壁
画
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

・
台
湾
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
初
実
施

９
月
　
・
近
代
産
業
遺
産
「
宮
光
園
」
白
蔵
修
復

・
農
村
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
実
施

１０
月
　
・
産
前
・
産
後
マ
マ
の
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
開
所

・
甲
州
ワ
イ
ン
で
乾
杯
条
例
（
通
称
）
制
定

※
１０
月
１０
日
は
「
甲
州
ワ
イ
ン
の
日
」

・
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
「
恋
人
の
聖
地
」
認
定

（
Ｎ
Ｐ
ｏ

法
人
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
）

１１
月
　
・
市
制
施
行
九
周
年
記
念
式
典

４

月

５

月

・
甲
州
市
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
開
始

・
第
三
次
甲
州
市
行
政
改
革
大
網
策
定

・
甲
州
市
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぶ
り
っ
じ
」
開
所

６
月
　
・
災
害
時
に
お
け
る
応
急
医
薬
品
等
の
優
先
供
給
及
び
医
療
救
護

活
動
に
関
す
る
協
定
締
結

・
甲
州
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

甲
州
市
子
育
て
支
援
商
品
券
配
布

『
／
月
　
・
甲
州
市
塩
山
下
小
田
原
上
条

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

・
首
都
圏
甲
州
市
県
人
会
設
立

・
わ
だ
つ
み
平
和
文
庫
所
蔵
物
（
約
三
万
三
千
点
）
が
甲
州
市
へ

寄
贈

８
月
　
・
国
内
初
、「
甲
州
ワ
イ
ン
」
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言

（
経
済
産
業
省
）

１０
月
　
・
甲
州
ワ
イ
ン
飲
め
ま
す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

・
東
京
都
文
京
区

相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
締
結

・
甲
州
中
央
防
災
広
場
・
塩
む
す
び
完
成

１１
月
　
・
市
制
施
行
十
周
年
記
念
式
典

７



甲

州

は
、

ぶ

ど
う
の
歴

史
は
千
年
以
上

と
推
測

さ

れ
て

い
ま

す
が

、
「

甲
州
種

」
は
日

本

の

在

来

種

と

し

て

気

候

変
化

に
順

応

し

、
甲

州

・
勝
沼

の
大
地

に
根
付
き
ま

し

た
。

山
梨
県

の
甲
府
盆

地
の
東

に
位
置

す

る

甲
州
市

は
内
陸
特

有
の
気
候
で

、
昼
夜

の
気
温

差
が
大

き
く
、
日
照

時
開

か
長

く
、

降
水
量
が
少

な
く
、
水

は
け
が
良

い
な

ど
、
ぶ

ど
う
栽

培

に
最
適

な
条
件

が
整

っ
て
い
ま
し

た
。

ま

た
、
「
甲
州

ワ

イ

ン
」

は
古

く

か
ら

こ
の
地
域

に
暮
ら

す
人

々
の
常

に
傍
ら

に
あ
り

、
地
の
酒

と
し

て
愛

さ
れ
、
磨

か
れ
て

き
ま

し

た
。

こ
れ

が
、
「
甲

州

ワ
イ

ン
」
の
育
ま

れ
た
風

土
で
す

。

甲

州

市

は

、
日

本

の

ワ

イ

ン

産

業

発

祥

の

地

明

治
十
年

（
一
八

七
七
年

）
、
甲

州

市

勝
沼

（
旧

勝
沼
町

）
に
、
日

本
で

初
め

て
の

ワ
イ
ン
醸
造
会
社
、か
誕
生
し

ま
し

&

３

３

９
１ｑ
ｎ
ｌ

４
 
４
｢１
１
;；
S

た
。

こ

の
会

社

の
二

人

の
青

年

が

ワ

イ
ン

の
本
場

フ
ラ

ン
ス

に
派

遣

さ
れ
、

ぶ
ど
う
栽
培

と
本

格
的
な

ワ
イ
ン
造
り

の
技

術
を
学

ん
で
日

本

に
持

ち
帰

っ
た

こ
と
に
よ
り
、

山
梨
県
の
ワ

イ
ン
産
業

は
飛

躍
的
な
発
展

を
遂

げ
ま

し
た
。

そ
の

後
も
、
大
手

メ
ー

カ
ー
の
技

術
公

開
や

海
外
と
の
技

術
交

流
な
ど
を
通
し

て
、
質
の
高

い
醸
造
技

術
の
習
得

に
努

め
、
現

在
、
山
梨

県
内

に
約
八
十

あ
る

ワ
イ
ナ
リ

ー
の
半

数
と

な
る
三

十
七
社

が
甲

州
市

に
集
積
し
、
日
本

屈
指

の
ワ

イ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
を
形

成
し
て
い
ま
す

。

ワ

イ

ン

文

化

の

醸

成

ワ
イ
ン
は
文
化

と
も
い
わ
れ

ま
す
。
甲

州
市

勝
沼

地
域

で
は
、
初
期

の
ワ
イ

ン

醸

造

所

の

器

具

な

ど

を
収

蔵

し

た

ワ

イ

ン
資
料

館
や

、
日

本
の
ワ

イ
ン
産
業

発
展

の
歴

史
を
知

る
近
代
遺
産

や
遺
構

宮光園

千
年
の
歴
史
が
育
ん
だ
、
日
本
固
有
種
「
甲
州
」
か
ら
生
ま
れ
た
ワ
イ
ン

フランス留学中の2人

左:高野正誠　右:土屋龍憲
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が

数

多

く

残

さ

れ

て

い

ま

す
。

そ

し

て
、
産
地

の
ワ
イ

ン
を
一
堂

に
味

わ
え

る
ワ

イ
ン
カ
ー
ヴ
や

オ
ー
ナ

ー
制

度
な

ど
、
風

土
に
根
ざ
し

た
ワ
イ

ン
の
歴

史

や
文
化

を
学
び
な
が

ら
、
味

わ
い
深

い

ワ
イ

ン
産
地
を

め
ざ
し

て
い
ま
す

。

ま

た
、
甲

州
な
ら
で

は
の
自
然
景

観
や

農
園
風
景
、
訪

れ
る
人

だ
ち

と
の
素
朴

な
触

れ
合

い
が

、
ワ
イ

ン
文
化

の
魅
力

を
一
層
引

き
立

て
て
く

れ
ま

す
。

め

ざ

す

べ

き

と

こ

ろ

百
三

十
年

を
超
え

る
甲

州
の

ワ
イ
ン
づ

く
り

の
中
で
、
生
産

者
た
ち

は
研

究

を

重

ね
、
多

く

の

こ
と

を
学

び
ま

し

た
。

そ
れ
は
、
二
〇
一
〇
年

、
フ
ラ
ン
ス
の
国

際
ブ
ド
ウ

ー
ワ
イ
ン
機
複
Ｅ（
Ｏ
Ｉ
Ｖ
）
に

「
甲
州
≒

が
ぶ
ど
う
品
種

と
し
て

登
録

さ

れ
て
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
初

め
て
「
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｕ

（
甲
州

）
」
ワ
イ

ン
が
輸
出

さ

れ
、
海
外
の
日
本

瓦
ブ
ー
ム
と
相
ま
っ
て
、

ぶどうの丘ワインカーヴ
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甲州市産原料自社醸造ワイン

日
本

料
理

を
よ
り
味

わ
い
深

く
す

る
ワ

イ
ン
と
し
て
、
評
価
さ
れ
始

め
た
こ
と
で

す
。
ワ
イ
ン
は
地
域
に
根
ざ
し
、
そ
の
良

き
風

土
に
、
良
き
ワ
イ
ン
が
生
ま
れ
る
と

い
う
原

産
地
と
し
て
の

。
め
ざ
め
几

が
、

甲
州

産
ワ

イ
ン
の
め
ざ
す

べ
き
と
こ
ろ

を
示

し
て
い
ま
す
。

ぶ

ど
う

の
出
来
栄
え

が
、

ワ
イ

ン
の
品

質
を
決
定

す

る
と
い
う
基
本
概
念

を
養

い
、

ぶ
ど
う
の
個
性

が
ワ
イ

ン
の
個
性

で
あ

る
と
い
う
認
識

を
深

め
る
た
め
、

甲
州
市

で
は
、

ワ
イ

ン
の
原
料

と
な
る

ぶ

ど

う

の
生

産
履

歴

を
明

確

に
す

る

「
原

産
地
呼

称

ワ
イ

ン
認

証
制

度
」

を

は
じ

め
、
独
自
の
取
り

組
み

を
展
開
し

て

い
ま
す
。

日
本

の
ワ
イ

ン
の
、
中
核
的
産

地
と
し

て
の
誇
り

と
使
命

を
持

っ
て
、

世
界

に

羽

ば

た

く
「

Ｋ

Ｏ

Ｓ

Ｈ

Ｕ

」

を

旗

印

に
、
愛

さ
れ

る
ワ
イ

ン
産
地

を
め
ざ
し

ま
す

。

山梨県産原料
甲州市自社醸造ワイン

大 日 影ト ン ネ ル

－ a - ･ a i → ･ - - - - I ･
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日
本
有
数
の
果
樹
産
地
は
、

世
界
へ
誇
る
美
し
い
風
景
を
生
ん
だ
。

果
樹
王
国
と
し
て
発
展
す
る
山
梨
県
の
中
で
、
甲
州
市
は
そ
の
中
心
的
な
存
在
で
す
。

四
季
を
通
し
て
、
い
ち
ご
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、
す
も
も
、
も
も
、
ぶ
ど
う
な
ど
が
栽
培
さ
れ

訪
れ
る
人
々
と
の
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
恵
ま
れ
た
気
候
と
、
風
土
を
愛
す
る
人
々
に

よ
っ
て
育
ま
れ
た
国
内
有
数
の
果
樹
産
地
で
あ
る
甲
州
市
は
、

「
フ
ル
ー
ツ
王
国

や
ま
な
し
」
を
代
表
的
す
る
地
域
で
す
。

特
に
、
盆
地
特
有
の
内
陸
性
気
候
を
生
か
し
栽
培
さ
れ
た
、
高

品
質
の
果
樹
は
、
美
味
し
い
味
覚
と
優
し
い
香
り
で
観
光
農
園

塩山桃源郷と南アルプスの山々

へ
訪
れ
る
多
く
の
人
々
を
魅
ｒ

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬
の
民

家
を
彩
る
こ
ろ
柿
は
、
甲
州
な
ら
で
は
の
伝
統
の
味
で
す
。

さ
ら
に
、
塩
山
桃
源
郷
や
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
な
ど
、
雄
大
に
広
が

る
農
村
景
観
は
、
四
季
折
々
、
日
本
を
代
表
す
る
美
し
い
風
景

と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

家族で楽しめるぶどう狩り

●

冬の陽ざしで､おいしいころ柿になる甲州民家として知られる甘草屋敷の風物詩

10
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もも　桃の生産量第1位を誇る山梨。甲州市

はその中心で、春の桃源郷の美しさはもち

ろんですが、7月上旬から8月中旬の収穫期

には、白鳳、浅間白桃など、甲州市ならで

はの甘くておいしい桃が実ります。

ぶどう　「ぶどう王国」甲州市は、品種も

数多く栽培され、7月下旬から10 月にかけ

て、さまざまな品種のぶどうが、次々と実

り、市内の観光ぶどう園には、ぶどう狩り

の家族やグループなどが訪れます。

ぎ ヽ

ゝ

４ 讐

ヤヘ

いちご　 冬、空気が引き締る季節。でも八

ウス農園の中は、もう春の暖かさ。かわい

らしい“いちご”が真っ赤に色づいていま

す。 冬から 春へ家族 みんなでいぢご 狩り

は、1 月上旬から5 月下旬まで楽しめます。

さくらんぼ　 新緑に映える赤い宝石。そん

なイメージにぴったりの“さくらんぼ”。佐

藤錦、 高砂、ナポレオンなど、特色あるさ

くらんぼが太陽に輝きます。5 月 下旬から６

月下旬まで楽しめます。

ノ

呵
ｙ－４

ご偶､､ぶ

｜　 ●ｔ､ﾐ ” ’？ Ｓ゙  ’４･ ’-‥ ’゙゙ ’･●

すもも　 果物らしい酸味と甘味が、たっぷ

り果汁に含まれる “すもも”は山梨が生産

量が第1 位。 甲州市では主に、ソルダムや

サンタローザ、太陽などが栽培され、6 月か

ら8 月頃までが旬です。

ころ柿　 甲州市は1 ‾甲州百目柿」という大

きい柿の産地。シプ柿であるこの柿を冬の

天日に干すと、乾いた北風が、甘くおいし

いころ柿に変えてくれます。甲州の冬の風

物詩です。

Åｒｍｍｍｄｆｒ前 坦ｏ加雨回 ｍ ４噌 凹b 加旨ｏ回心-ｄ池≒尉前 臨 聯･
ｌｎ Ｙａ“lallashiPleict ｕrｅ･゛hichisde ｖeloPingasafi ｕitkingdomoFs ｏrts ，theCity ｏｆＫ Ｏ ＳＨ Ｕ ｉstakingthelead.Str ａ゛berries･

ｃｈｃrries･ Pl ｕ“ls･ Ｐｃａｃｈｅs･ grａＰｅs ａｎｄ ｏthers ａrｅ ｃｕltiｖａted all y ｅａr-rｏｕｎ
ｄ ａｎｄ rｅｌａtｅｄ ｅχｃｈａｎｇｃs ｗith ｖisitｏrs ａrｅ ｏｎｇｏｉｎｇ.
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と

呼

び

た
い
。

は
じ
め
、
豊
か
な
自
然
が
息
づ
く

を

魅

了

し

ま

す

。

甲
州
市
の
東
部
か
ら
北
部
の
広
大
な
山
岳
エ
リ

ア
は
、
標
高
二
ｆ

メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
々
が
連
な

り
、
豊
か
な
自
然
と
緑
あ
ふ
れ
る
山
容
を
誇
り
ま

す
。
そ
の
魅
力
は
、
登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
そ

し
て
、
歴
史
の
要
衝
と
し
て
文
学
な
ど
に
も
登
場

し
て
い
ま
す
。

大菩薩から望む甲州の山々と富士山

紅葉色づく竜門峡

楠

ﾚﾄﾞｿｹﾚ

瀬
緊
ッJZ-t ｏ ｃ

誌 面
ｍ 。 咄 加 ｓtb

ど ‘Ｋ Ｏ Ｓ Ｈ Ｕ Ａ り
）Ｓ
’）｡

ご 二 謡 ご ゴ ご お ご な 二

。
，

ｏｎｅｏｆthe 100 most ６ ｍｏｕs ｍｏｕｎtａｉｎs ｉｎ ＪａＰａｎ.

湯

の

沢

峠

春

か
ら

秋

に

か
け
て

様

々
な

花

が
咲

き
、

八
月

か
ら
九
月

は
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
の
群
落

が
見

事
で

す
。

日
川

渓
谷
「

竜

門

峡

」

大
菩

薩
嶺

に
源

を
発

す

る

清
冽

な
水

が
岩

々
を
洗

い
、

約
ニ

キ
ロ
の
遊

歩
道
は
新
緑

と
紅
葉

に
彩

ら

れ
ま
す

。

三

窪

高

原

高

原
の

中
央

パ
ン
セ

の
頭

は
三

白
六
卜
度

の
眺

望
で
甲

府

盆
地

と
富
Ｌ

山

を
一
望
す

る
人
パ
ノ
ラ
マ
。
関
東
富
士
見

百

景
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｌ

卜
Ｌ

Ｉ

卜

’卜

Ｌ

三窪高原からの眺望

12jｙ？け

ｔ
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大

菩

薩

峠

『
大
菩
薩
峠
』
は
一
九
一
三
年
か
ら
約
二
十
八
年
に
わ
た
り
、
新
聞
に

連
載
さ
れ
た
長
編
時
代
小
説
で
、
大
菩
薩
峠
に
始
ま
る
旅
の
遍
歴
と
登
場

す
る
人
々
の
様
々
な
生
き
様
を
描
き
、
一
躍
全
国
に
名
を
知
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
作
者
の
中
里
介
山
の
死
と
と
も
に
未
完
の
大
作
と
な
り

ま
し
た
が
、
峠
に
吹
く
風
は
、
今
も
変
わ
ら
ぬ
、
美
し
い
自
然
と
と
も
に

あ
り
ま
す
。

中

里

介

山

記

念

碑

『
人
菩

薩
峠

』
の
作
者
・
中
里
介

山

は
、
こ

の
小

説

に
よ

っ
て

大
衆

文

学

に
新

境

地
を

開
い

た
と
言

わ

れ
ま
す
。

大
菩

薩
峠

に
立

つ
記
念

碑

に
は
「
上
求

菩
薩
、
下

化
衆
生
」

の
Ｉ丿
葉
が
、
梵
字

と
と

も
に
刻

ま

れ
て

い
ま
す
。

富士山を望む中里介山記念碑

夢
見
た
ふ
る
さ
と
。

一
葉

の
両

親
は
、
甲
州

市

塩

山

中

萩
原

に
生

ま

れ
、
共

に
慈
雲
寺
で
学
問
を
学
び

ま
し
た
。
両

親
が
ヒ
京
し
て

か
ら

一
葉
が
誕
生
し
、
小
説

『
ゆ
く
雲
』

に
は
、
両

親
か
ら
聞

い
た
で
あ
ろ

う
故
郷

・
甲

州
の
情
景

が
詩
情
豊

か
に
綴
ら
れ
て
い
ま
す

。
ゆ
か
り

の
地
・
慈
雲
寺

境
内

に
は
記
念
の

文

学

碑
が

あ
り
、
一
一
〇
一
六
年
、

没

後
百
二
十
年

を
迎
え
ま
す
。

紅葉に染まる一葉女史の文学碑

上
条
集
落

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定

甲

州

市

の

東

部

、

上

条

集

落

に

は
、

茅

葺

切

妻

造

主

屋

が

ま

と

ま

っ

て

残

さ

れ

て

い
て

、
明

治

か
ら

昭

和

に

か

け

て

振

興

が

図

ら

れ

た

養

蚕

の

隆

盛

を

、

今

に

伝

え

る

貴

重

な

伝

統

的

建

物

群

と

し

て

注

目

さ

れ

て

い
ま

す

。
時

代

は

養
蚕

か
ら

、

果

樹

栽

培

へ

と

移

り

変

っ

て

き

ま

し

た

が

、

先

人

た

ち

の

遺

産

と

も

言

う

べ

き

歴

史

的

風

景

を

後

世

に

伝

え

る

た

め

の

取

り

組

み

と

し
て

ス

タ
ー
ト

し

ま

し

た

。

"

l.` ４

半 づ
み

「
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菅

田

天

神

社

業

苓

昔

者

’

承
和

九
年
（
八
四
二

年
）
国

師

の
藤
原

伊

勢

雄

が

建

立

し

た

と
伝

え

ら

れ

て

い
ま

す

。
そ

の

後
、
菅

原
道

真

を
相

殿

に
祀

っ
た

こ
と

か
ら
、
菅

田
天

神
社

と

言

わ
れ
、
甲

斐
源

氏
の
守

護
神

と
し

て

崇

め
ら
れ
て

き
ま

し

た
。

心
云

峰

寺

う
ん
ぽ
う
じ

大
菩

薩
峠

の
麓

に
あ
り
、
天

平

十
七

年
（
七

四
五
年

）
僧

行
基

の
開
山

と
伝

え

ら

れ
、
武

田
家

の
戦

勝

祈
願

寺

と

し

て

崇
拝

さ
れ

ま

し

た
。
宝

物
殿

に
は
、

武

田
家

の
重

宝

が
保

存

さ
れ
て
い
ま
す
。

大

差
に
ふ
守

だ
い
ぜ
ん
じ

養

老

二

年
（

七
一
八

年

）
、
諸

国

行

脚

の
僧

行

基

が

開

創

し

た

真

言

宗

の

古

刹

で

、
武
田

氏
の

庇
護

を
受

け
ま
し

た
。

ｊ
４
１
。
Ｊ

１

４
。
1
4
1
1
j

ｔ

Ｉ
Ｉ
４

、

孫
子

の
旗

武

田

家

代

々

の

家

督

継

承

の

証

と

さ
れ
て

き
た
至
宝
「
小

桜

章
威

鎧
」
は
、

太
刀

を

防
ぐ

た

め
の
楯

は
不

要

と
い
う

意
味

で
「
楯
無

鎧

」
と
呼

ば

れ
て

い

ま

す
。
武
田
家

滅
亡

の
時

家

臣

に
託

さ
れ
、

一
時

は
所

在

が
不

明

で
し
た

が

、
徳

川

家

康

に

よ
り

再

び

菅

田

天

神
社

に

奉

な
ど
は
、
雲

峰
寺

に
託

さ
れ

、
一
般
公

開

さ
れ
て
い
ま

す
。



4

：
寺

え
り
ん
じ

信玄公が自らを模させたとされる武田不動尊坐像

安
禅
不
必
須
山
水

滅
却
心
頭
火
自
涼

恵
林
寺

は

大
徳
二
年
（
一
三
三

〇
年

）

夢

窓

国

師

、が
開

創

し

た

臨

済
宗

妙

心

寺

派

の
名

刹

。

武
田

信

玄
公

は
、
快

川
国

師

を
師

と

仰

ぎ
、
厚

く
外

護

し

ま
し

た

。
元

亀
四

年

四

月

十

二

日
、
信
玄

公

は
、
天

下

統

一
を

目
指

し
、
京

の
都

へ

の
西
Ｌ

作

戦

の
途

上
で

病
死
（
五

十
三

歳
）
。
三
年

秘

喪
し

た
と

い
わ

れ
ま
す

。

恵

林

寺

が

全

山
織

田

軍

の

焼

き

討

ち

に
合

っ
た
際

、
炎
上

す

る
三

門

楼
上

で

快
川
国

師
が
唱

え

た
遺
偶

「
安
禅
は
必
ず
し

も
山
水
を
も
ち
い
ず

心
頭
滅
却
す
れ
ば
火
も
自

ず
か
ら
涼
し
」

が

三
門

両
脇

に
掲
げ

ら

れ
て

い
ま

す
。

国

指
定

名

勝

の
庭

園
は

、池

泉

回
遊

式

庭

園
で
、京

都
の
西

芳
寺

、天

竜

寺

と

と

も
に

、
夢
窓
国

師
の
代

表

作

で

す

。

ｔ しi 。卜｀-」 ‘ 、-‘　　 ．ｊ　；　　　　　　　･ 。． ｌ` ’フ･１.………

再 建 さ れ た 三 門 に は､ 快 川 国 師 の 遺 偶 が 掲 げ ら れ て い る

栖

心
云

寺

せ
い
う
ん
じ

貞

和

四
年

二

三

四

八

年
）
、
業

海

本

浄
が

開
山

し
、
二
万

平

方

メ
ー

ト
ル
に

及

ぶ
巨

岩

の
禅

庭

が
、
そ
の
境

地

を

表

し
て

い
ま
す

。
国

の
重
要

文

化

財
普

応

国

師

坐

像

を

は

じ

め
業

海

禅

師

ゆ

か

り

の
遺
品

の
数

々
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す

。

丑eTnl 隔 心 ｄ４ｎ Ｓ４ｃｒｄ Ｇｒｏｎｎ赤 一ＫＯＳＨ Ｕ
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信

玄

公

の

い

と

こ

と

言

わ

れ

た

理

慶

尼

が

、
出

家

し

て

大

善

寺

に

居

住

し

、

武

田

の

最

後

を

記

し

た
『
理

慶

尼

記

』

が

、
墓

と

と

も

に

残

さ

れ

て

い

ま

す

。
1
1
4

’・
‐

’‘Ｉ
一

一
Ｉ

Ｉ
！

―

‐ｉ

ｌ

ｉ

景

徳

院

け
い
と
く
い
ん

大
月

岩

殿

城

を
目

指

し

た

勝

頼

主

従

が

行

く

手

を

阻

ま

れ
、
天

正

十

年

（
一
五

八
三
年

）
、こ

の
地

で
武
田
家

は
最

期

を
迎

え

ま

し

た
。
徳

川
家

康

は

景

徳

院

を
建

立

し

、
勝

頼
、
北

条
夫

人

、
嫡

男

信

勝
の
菩

提

を
弔

い
ま
し

た
。

‘－

’一

㈹j

国宝 大善寺本堂 附厨子



向

…
獄

寺

こ
う
が
く
じ

富
士

山
（
富
嶽

）
に
向

か
う
寺

の
名

を

持

つ
臨

済
宗

向

嶽
寺

派

の

大

本

山
で

、

康
暦

二

年

二

三

八
〇

年

）
、
抜

隊

勝
禅

師

に
よ

っ
て

開

か
れ
ま
し

た
。

度

重
な

る
火
災

か
ら

、
難

を
逃

れ

た

中
門

は
室

町

時

代

の

建
築

で

、
重
要

文

化

財

に
指

定

さ
れ

て

お
り
、

国

宝
「
絹

本

著

色

達

磨

図

」
を

は

じ

め
、
国

指

定

名

勝

の
「

庭

園

」
な

ど
文

化

財

が

数
多

く
あ
り

ま
す

。

- 一 一

甲

州

巾
に
は

、
歴

史
に

育

ま
れ
、
そ

の

Ｉ

一
　
r

‾
s
　
7
 

’
“
9
 
ｒ
　

ｓｘ
ｊ
 ５ａ
r
 ４'
X
 
i

’／『
ぶ
畢

ソ

ぴ
万

一

一
失

を

免

れ

た

建

物

や

仏

像

な

ど

、
国

宝

一

二

‘件

を

含

む

国

指

定

・

選

定

の

文

化

財

一

一
は

‘二

○

件

に

及

び

ま

す

゜
　
　
　
　
　
　

一

［
－

－
　

－

－
　

－

－

－

－

－

ヒ

輝
き
を
今
に
放
つ
数
々
の
遺
産
が
点

在
し
て
い
ま
す
。
度
重
な
る
戦
火
の
焼

重要文化財 木造愛染明王坐像

- -

国宝 大善寺本堂の厨子

大

差
に
七
マ

だ
い
ぜ
ん
じ

養

老

二

年
（
Ｌ

二
八
年

）
、
諸

岡

行
脚

の
僧
行
基

が
日

川
渓

谷
で

修
行
し

て

い

た

と
こ
ろ

、
右
手

に
ぶ
ど
う

、
左
不

に
宝

印

を
持

っ
た
薬

師

如

来
が

、
夢

に
現

れ

ま

し

た
。
行

基

は
日
七
速

、
夢

に
見

た
薬

師

如
来

と
日

光
・
月

光

菩

薩
の

薬
師

三

尊

を
刻
ん
で

安
置

し
開
創

し

た
と
伝

え

ら

れ
、
甲

州

の
ぶ

ど
う

の
歴

史

を

象
徴

す

る
逸
話

に
な

っ
て

い
ま

す
。

本

堂
は
、
関

東
最

占

の
建
築
で

、
厨
ｆ

と
共
に
国

宝
に
指
定

さ
れ
、
薬
師
如

来

坐

像

と
脇

侍

の
日

光
・
月

光

菩

薩

立

国

宝

「
絹

本

著

色

達

磨

図

」

わ
が
国

最
占

と
い
わ

れ

る
本
達

達
磨

図

は
、
幅
広

の

絹

に

繊

細

な

タ

ッ
チ

で

描

か

れ

て

い
ま

す
。
画
ヒ

の
讃

は
建

長
寺

住
職

で
甲

府
束

光

寺
の

開

山
・
蘭

渓
道

隆

が
朗

然

居
市
Ｌ
（
北

条
時
宗

）
の

た

め
に
記

さ
れ

た
も
の

。

像
、ｔ
二
神
将
立
像
な
ど
が
重
要

文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

放

光

寺

ほ
う
こ
う
し

元
暦
元
年

二

一
八
四
年
）
、
甲
斐
源

氏
の
安
田
義
定
か
開
創
。
武
田
家
滅
亡

後
に
織
田
勢
の
兵
火
で
焼
失
し
ま
し
た

が
、
徳
川
家
の
援
助
で
慶
長
年
間
に
再

建
さ
れ
ま
し
た
。
本
尊
の
大
日
如
来
坐

像
は
、
品
格
あ
る
造
形
美
を
誇
り
ま
す
。

愛
染
明
王
坐
像
、
不
動
明
王
な
像
、鎌
倉

時
代
の
仏
師
成
朝
の
作
と
伝
え
ら
れ
る

金
剛
力
士
立
像
は
、
い
ず
れ
も
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一一 ‥-様
々な 花 が 咲 き 誇 る｢ 花 の 寺 丿放 光 寺

7じ４ｎｄ ザ Ｇｏふ ４ｎｊ Ｂｕｄｄ隔 ｓ－ＫＯＳＨ Ｕ
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国
宝
一
二
件
を
有
す

る
甲
州
市

は
、
歴
史
に

育
ま

れ
た
神
社

仏
閣
が

佇
み
、

神
々
と
み
仏
た
ち
が
、
訪
れ
る
人
々
を
お
迎
え
し
ま
す
。
　
　
　

ヤｔ
ｌｊ



自
ら
の
価
値
に

峻
ざ
め
裁

Λ
市
制
施
行
十
周
年
記
念
企
画
Ｖ

「
甲
州

市
観
光

大
使
」
と
し

て
、
市

の
観
光

振
興
と

イ

メ
ー

ジ

ア
ッ
プ
の
た
め
に

ご
活

躍
い
た
だ

い
て

い
る
皆
さ
ん
に

、
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
か
ら
「
め
ざ
め
」
を
テ
ー
マ
に
、
甲
州
市
の
魅
力
を

田

辺
篤
市
長
と
リ
レ

ー
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｋ Ｏ ＳＨ Ｕ ｃｉty 10t ｈ Ａｎｎｉｖｅｒsａｒy Ｅｖｅｎts

Ｒｅｌａy-f1）rｍ ａt tｒiPa ｒtitｅ talks bet ｗｅｅｎ tｏｕl゛is“l a “lbls ゛dors 皿d the “1 町 ｏ「
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７

べi・

●

山

梨

の

伝

統

的

食

文

化

を

海

外

へ

市
長
　

中
村
さ
ん
、
日
本
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
を
舞

台
に
常
に
挑
戦
さ
れ
て
い
ま
す
が
。

中
村
　

私
は
テ
レ

ビ
業
界
か
ら
、
家
業
の
食
品

会
社
を
継
ぐ
た
め
に
山
梨
に
帰
っ
た
わ
け
で
す

が
、
ま
ず
は
、
世
界
中
の
ア
ワ
ビ
生
産
地
に
自
ら

足
を
運
び
、
自
分
の
目
で
原
料
で
あ
る
ア
ワ
ビ
を

勉
強
し
ま
し
た
。
先
代
の
頃
は
、
ア
ワ
ビ
の
買
い

付
け
量
も
額
も
日
本
が
世
界
一
位
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
中
国
の
成
長
と
と
も
に
、
一
九
九
五
年
頃

池
谷
池
他
律

柁
な
教

か
ら
中
国
の
バ
イ
ヤ
ー
と
の
買
い
付
け
合
戦
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
買
い
付
け
を
行
う
中
、

逆
転
の
発
想
で
す
が
、
競
い
合
う
の
で
は
な
く
、

こ
の
大
き
な
流
れ
に
の
っ
て
み
よ
う
か
と
考
え
ま

し
た
。
ア
ワ
ビ
を
大
量
に
消
費
す
る
中
華
圈
は
、

ほ
と
ん
ど
ア
ワ
ビ
は
水
煮
の
缶
詰
で
す
。
起
源

は
干
し
ア
ワ
ビ
で
す
。
ア
ワ
ビ
を
味
付
け
し
て
醤

油
ベ
ー
ス
で
漬
込
む
の
は
、
日
本
、特
に
山
梨
な

ら
で
は
の
伝
統
食
文
化
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
価
値

を
改
め
て
認
識
し
、
日
本
の
食
文
化
と
し
て
世
界

へ
発
信
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
国
際
展
示
会
で

ア
ジ
ア
の
方
々
の
反
応
を
探
り
、「
こ
れ
は
い
け

18

χ..

「
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ぺ

俳
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甲州市観光大使×市長リレー対話

る
」
と
感
じ
た
の
が
二
〇
〇
三
年
頃
。
中
国
の
経

済
が
良
く
な
る
に
つ
れ
、日
本
の
食
文
化
を
取
り

入
れ
始
め
た
た
め
、
積
極
的
な
販
売
ア
プ
ロ
ー
チ

を
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、江
戸
時
代
に

作
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
昔
な
が
ら
の
製
法
を
と
り

い
れ
、
醤
油
と
鰹
節
、
昆
布
だ
け
で
作
っ
た
伝
統

的
な
煮
貝
で
す
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

辰
巳
　

美
味
い
で
す
ね
。
う
～
ん
・：
こ
れ
は
、
普

通
の
真
空
パ
ッ
ク
？

中
村
　

一
回
炊
い
て
味
付
け
を
し
た
そ
の
タ
レ
ご

と
袋
の
中
に
入
れ
て
、
そ
の
ま
ま
冷
凍
し
ま
す
。

辰
巳
　

冷
凍
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
か
！

中
村
　

全
国
に
普
段
、
煮
貝
を
食
べ
る
文
化
が
な

く
、
非
常
に
地
域
性
と
年
代
層

の
ス
ィ
ー
ト
ス

ポ
ッ
ト
が
狭
い
食
品
で
す
。

市
長
　

こ
の
煮
貝
で
す
が
、ふ
る
さ
と
納
税
で
甲

州
市
が
、
全
国
で
二
十
二
番
目
に
な
り
ま
し
た
。

信
玄
食
品
さ
ん
の
煮
貝
も
、人
気
が
高
い
で
す
ね
。

辰
巳
　

そ
れ
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。

市
長
　

私
も
甲
州
市
産
の
ワ
イ
ン
や
フ
ル
ー
ツ
等

を
、西
欧
や
ア
ジ
ア
へ
出
向
き
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
四
月
、
甲
州
市
に

全
国
の
ぶ
ど
う
産
地
の
自
治
体
と
団
体
約
三
〇
〇

人
が
賛
同
す
る
な
か
、
第
一
回
全
国
ブ
ド
ウ
サ
ミ
ッ

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
、
政
府
も
地
方
創
生
を

掲
げ
て
い
ま
す
が
、
後
継
者
不

足
、
担
い
手
不

足

で
、
ぶ
ど
う
産
地
が
抱
え
る
課
題
を
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
、
研
究
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

辰
巳
　

食
用
ぶ
ど
う
っ
て
、
本
当
に
い
ろ
ん
な
品

種
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

市
長
　

甲
州
市
で
は
観
光
農
園
が
約
二
〇
〇
軒

あ
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
今
が
ピ
ー
ク
で
す
。

辰
巳
　

ぶ
ど
ぅ
狩
り
で
賑
わ
っ
て
ぃ
る
こ
と
で

市
長
　

今
は
大
房
の
ぶ
ど
ぅ
が
人
気
で
、
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
今
、
出
て
い
ま
す
け
れ
ど
、こ
れ

も
全
国
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

辰
巳
　

海
外
で
も
、
こ
ん
な
に
ぶ
ど
ぅ

の
美
味
し

い
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
内
で
も
海
外
で
も
ワ
イ

ン
用
の
ぶ
ど
ぅ
畑
ば
か
り
回
っ
て
ぃ
る
せ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
技
術
や
努
力
は
す
ご
い

と
思
い
ま
す
。

甲

州

の

空

気

感

が

、

最

高

の

お

も

て

な

し

市
長
　

辰
巳
さ
ん
は
、い
ろ
ん
な
所
に
行
か
れ
て
ぃ

ま
す
が
、
外
か
ら
の
甲
州
市
は
ど
ぅ
映
り
ま
す
か
？

辰
巳
　

ま
ず
は
「
甲
州
」
と

い
う
ぶ
ど
ぅ
が
、

Ｏ
Ｉ
Ｖ
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
ワ
イ
ン
ぶ
ど
ぅ

品
種
と
し
て
登
録
さ
れ
、
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
ち
ま
し
た
。
今
後
は
、
「
甲
州
ぶ
ど
ぅ
」

が
、
ど
う
い
う
所
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
か
、
見

た
い
と
い
う
ワ
イ
ン
フ
ァ
ン
な
り
観
光
客
が
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
増
え
て
く
る
と
思

い

ま
す
。
甲
州
は
東
京
か
ら
一
時
間
半
の
、
最
も
近

い
ワ
イ
ン
産
地
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
人
達

が
、
甲
州
市
・
勝
沼
に
来
て
、
が
っ
か
り
し
な
い
か

ど
う
か
が
、
僕
は
心
配
な
ん
で
す
。

市
長
　

そ
こ
で
す
。
受
け
入
れ
体
勢
で
す
ね
。

辰
巳
　

え
え
、
ワ
イ
ン
産
地
と
し
て
頑
張
っ
て
ほ

※ＯＩＶ ワインの国際的審査機関
｢葡萄･ワイン国際機構｣第1 回ブドウ サミット( 平成26 年4 月 勝沼ぶどう の丘)
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る
。
や
は
り
、
作
り
手
と
し
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

出
す
事
も
一
つ
の
ス
テ
ー
タ
ス
で
す
が
、
世
界
で

評
価
を
い
た
だ
い
た
ら
、
国
内
で
し
っ
か
り
売
っ

て
い
く
事
を
、
考
え
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

辰
巳
　

最
終
的
に
は
、そ
ち
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

今
後
、
恐
ら
く
世
界

の
発
展
も
飽
和
状
態
に
な

り
ま
す
。
心
の
問
題
も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

飛

行
機
や
船
で
、
す
ご

い
燃
料
を
使
っ
て
輸
送

し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。
そ
れ
よ
り
も
、
日

本
に
来
て
い
た
だ

き
、
国
内
で
消
費
す

る
事
を

考
え
る
べ
き
で
す
。
煮
貝
も
、
海
外
の
ど
こ
か
で

爆
発
的
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
ら
、
日

本
で
も
火
が

付
く
ん
じ
や
な
い
で
し
ょ
う
か
。

若

者

が

夢

を

抱

け

る

故

郷

こ

そ

、
本

物

市
長
　

中
村
さ
ん
、
逆
に
世
界
の
市
場
か
ら
見
て

ぃ
か
が
で
す
か
？

中
村
　

僕
は
二
〇
〇
八
年
一
月
五
日
に
、
大
間
の

マ
ク
ロ
を
当
時
の
初
競
り
最
高
値
で
落
と
し
て

大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
ま
ぐ
ろ

の
初
競
り
価
格

は
高
騰
し
、二
〇
一
三
年
に
は
初

競
り

で
一
億
五
五
四
〇
万
円
と

い
う
最
高
値
が

更
新
さ
れ
、
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

辰
巳
　

本
当
に
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
？

中
村
　

本
当
で
す
。
僕
が
一
億
五
〇
〇
〇
万
円
ま
で

は
入
札
し
て
、「
す
し
ざ
ん
ま
い
」
の
喜
代
村
さ
ん

が
一
億
五
五
四
〇
万
円
で
競
り
落
と
し
た
ん
で
す
。

た
だ
、
そ
れ
で
も
す
ご
く
良
か
っ
た
事
が
一
つ

あ
っ
て
、二
〇
〇
〇
年
の
語
呂
が
良
い
年
に
、
あ
る

夕

甲州市勝沼ぶどうの丘
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拍子そろ った俳優とし て幅広く活躍。自

らワイン番組も 企画制作。観光庁アドバ

イザー、日本ソムリエ協会名誉ソムリエ、

日本ワインを愛する会副会長、国連 ＷＦＰ
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し
い
ん
で
す
。
や
っ
ぱ
り
、歴
史
あ
る
甲
州
・
勝
沼

は
日
本
各
地
の
棚
田
と
同
じ
で
、
長
い
時
間
を
か

け
て
、
そ
こ
で
人
が
生
活
し
て
、
ず
っ
と
汗
水
た

ら
し
て
、
ぶ
ど
う
を
作
り
続
け
て
き
た
ん
で
す
。

そ
う
い
う
も
の
が
残
っ
て
い
る
と
こ
っ
て
、
や
っ

ぱ
り
美
し
い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
、
ど
ん
ど
ん
開
発

さ
れ
て
酷
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
以
上
は
、
ぶ

ど
う
畑
を
減
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。
食
の
記
憶
っ
て
い
う
の
は
、
そ
の
場
に

行
っ
て
、
そ
の
風
景
を
見
て
、
そ
の
空
気
感
の
中

で
い
た
だ
く
っ
て
い
う
の
が
一
番
。
甲
州
の
ワ
イ

ン
は
、勝
沼
と
か
塩
山
と
か
、
山
に
囲
ま
れ
て
飲
む

の
が
一
番
美
味
し
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
事

を
経
験
し
て
い
た
だ
く
事
が
、
本
当
の
お
も
て
な

し
だ
と
思
う
ん
で
す
。
観
光
客
が
押
し
寄
せ
て
来

て
か
ら
で
は
遅

い
で
す
か
ら
。
今
か
ら
、こ
の
ぶ

ど
う
畑
の
景
観
を
磨
く
事
が
大
事
な
ん
で
す
。

市
長
　

や
は
り
、
そ
の
辺
で
す
ね
。
本
気
で
、
こ
の

甲
州
・
勝
沼
と
い
う
地
域
で
、
こ

の
景
観
は
大
事

で
す
。
何
も
な
い
冬
か
ら
、
葉
を
つ
け
て
ぶ
ど
う

が
な
る
ま
で
、一
年
間

、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
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お
寿
司
屋
さ
ん
が
、
二
〇
〇
〇
万
円
で
マ
ク
ロ
を

競
り
落
と
し
た
事
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

辰
巳
　

同
じ
位
の
マ
ク
ロ
を
で
す
か
？

中
村
　

そ
う
で
す
。
当
時
は
そ
の
価
格
が
初
競
り

の
最
高
値
で
、
そ
れ
を
僕
ら
が
二
〇
一
〇
年
に
更

新
し
た
ん
で
す
が
、実
は
そ
の
時
、
マ
ク
ロ
を
釣
っ

た
漁
師
の
息
子
さ
ん
が
、
今
回
一
億
五
五
四
〇
万

円
の
マ
ク
ロ
を
釣
っ
た
ん
で
す
。

辰
巳
　

へ
え
Ｉ
Ｉ

中
村
　

お
父
さ
ん
が
釣
っ
た
マ
ク
ロ
が
高
値
で
取

引
さ
れ
る
こ
の
業
界
に
、
夢
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

辰
巳
　

そ
う
い
う
事
な
ん
で
す
ね
。

中
村
　

彼
も
ま
だ
三
二
歳
で
す
け
ど
、
事
業
承
継

し
、
後
輩
達
を
引
き
連
れ
て
船
で
漁
師
を
や
っ

て
い
る
ら
し
い
ん
で
す
。
今
、
氷
見
の
ブ
リ
も
、

や
っ
ぱ
り
世
界
ブ
ラ
ン
ド
に
っ
て
。

辰
巳
　

や
っ
ぱ
り
違
い
ま
す
か
、
あ
の
ブ
リ
？

中
村
　

氷
見
っ
て
、
隣
の
新
湊
だ
っ
た
り
、
周
辺

の
市
の
ブ
リ

も
、
同
じ
湾
の
ブ
リ
な
ん
で
す
け

ど
、氷
見
だ
け
は
高
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、氷
見

の
次
の
世
代
の
若
い
子
達
は
、
皆
、
漁
師
に
な
り

た
い
っ
て
・
…

僕
は
、甲
州
市
、
山
梨
県
に
た
く
さ

ん
の
人
が
来
る
。
そ
れ
は
大
切
で
す
け
ど
、
短
期

間
じ
ゃ
で
き
な
い
で
す
。
ず
っ
と
魅
了
し
続
け
て

い
く
事
が
大
切
で
、
ブ
ラ
ン
ド
カ
を
高
め
る
努
力

を
続
け
る
そ
の
先
に
、
消
費
が
増
え
て
い
く
。
今

は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
さ
ん
で
、「
大
ロ
ッ
ト

で
買
う
か
ら
安
く
ぶ
ど
う
を
仕
入
れ
ろ
」
と
か
。

「
桃
を
も
っ
と
安
く
買
え
」
と
。
結
局
、
そ
の
次

元
の
争
い
に
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
、
夢
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
前
の
年
よ
り
値
が
上
り
、
今
よ
り
豊

か
な
暮
し
が
で
き

る
っ
て
な
れ
ば
、
農
家
に
も

も
っ
と
夢
が
生
ま
れ
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
、
事
業
の

承
継
が
す
ご
く
大
事
な
ん
で
す
。

継

承

で

き

る

農

業

の

た

め

に

市
長
　

そ
の
辺
は
し
っ
か
り
と
考
え
て
努
力
し
て

い
る
農
家
も
あ
り
ま
す
。
自
立
し
、
他
を
あ
ま
り

頼
ら
な
い
で
す
ね
。

辰
巳
　

農
協
も
含
め
て
、
要
す
る
に
流
通
が
今
、

価
格
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

や
っ
ぱ
り
、
物
の
値
段
は
、
作
っ
た
人
が
決
め
た

方
が
、
本
当
は
い
い
と
思
う
の
で
す
が
。

中
村
　

そ
の
通
り
で
す
ね
。

辰
巳
　

最
終
的
に
は
、そ
う
い
う
世
の
中
が
、
僕
は

正

し
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
、
ど
ぅ

取
り
戻
し
て
い
く
か
。
流
通
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
た
ら
、
生
産
者
が
本
当
に
痩
せ
細
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
「
甲
州
ぶ
ど
ぅ
」
も
、
食
用
は
高
く
売

れ
ま
す
け
ど
、
ワ
イ
ン
用
は
安
い
。
も
っ
と
高
く

買
っ
て
あ
げ
る
方
法
を
考
え
な
い
と
駄
目
で
す

2d､:無　　　 ・ 中村　 桂

？｡､二　。　　　　甲 州市塩 山藤木 株式会社信玄食品 代表

取締役。海 産物の加工 会社を営む中村家

禰　　　　 の次男。専修 大学卒業 後、ＴＶ制作 会社

に入社。数々 のドキュメント番組を手掛

け ６ 年 間､ 席を置いたのち､ 山梨に戻り、

、 家業 を引 き継ぐ。 2001 年 に信 玄食 品
り● ・ Ｊ　

入社。同 社専務を勤めるかたわら2007
哺

年、板前寿司 ジャパンを設立。香港や銀

座などに約80 店舗チェーン展開する寿
Ｓ　　ｌ　　

司 店の食品調達などを手掛ける。
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よ
。
そ
れ
相
当
に
還
元
し
て
、
や
っ
ぱ
り
、
夢
を
与

え
な
け
れ
ば
・
…

中
村
　

お
っ
し
や
る
通
り
。
流
通
だ
け
に
矛
先
が

向
い
て
る
限
り
、
こ
の
悪
循
環
か
ら
抜
け
出
せ
な
い

で
す
ね
。
一
個
の
桃
が
、
日
本
で
流
通
業
者
を
入
れ

た
ら
、
約
三
倍
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
今
、
香
港
で

は
約
六
倍
で
す
か
ら
ね
。
約
十
六
％
だ
け
が
生
産
者

に
い
っ
て
、
残
り
の
約
八
四
％
は
、
流
通
の
中
で
分

け
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
で
は
生
産
者
は
、
だ
れ
も

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
な
関
係
に
な
れ
な
い
で
す
。

辰
巳
　

全
く
そ
の
通
り
。

中
村
　

や
っ
ぱ
り
作
り
手
が
、
物
を
語
っ
て
、
お

客
様
に
直
接
、
自
分
達
の
こ
だ
わ
り
を
伝
え
て
い

く
シ
ス
テ
ム
を
未
来
志
向
で
考
え
た
い
で
す
。

市
長
　

今
、
お
二
人
の
話
で
、
甲
州
市
に
は
宝
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
だ
と
再
認
識
で
き
ま
し
た
。

辰
巳
　

そ
う
思
い
ま
す
よ
。

市
長
　

だ
か
ら
、
農
家
の
考
え
方
も
変
わ
っ
て
ぃ

か
な
き
や
い
け
な
い
。
農
協
も
、
も
っ
と
積
極
的
に

商
売
を
し
な
く
て
は
、
生
産
者
に
申
し
訳
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
自
ら
を
自
信
持
っ
て
売
っ
て
い
く
。

「
う
ち
の
ぶ
ど
ぅ
や
桃
は
、
美
味
し
さ
で
は
他
に

負
け
な
い
」
つ
て
売
っ
て
い
る
と
、品
質
で
信
頼
関

係
が
生
ま
れ
る
ん
で
す
よ
。

地

域

の

良

さ

に

自

信

を

持

つ

辰
巳
　

海
外
の
観
光
客
も
、
や
っ
ぱ
り
田

舎
に

行
っ
て
、
日
本
の
田
園
風
景
を
知
り
た
い
と
か
、

そ
う
い
う
人
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て

い
ま
す
。
そ
う

い
う
地
域
な
ら
で
は
の
良
さ
っ
て
ぃ
う
の
を
、

も
っ
と
自
信
を
も
っ
て
喋
る
。
片
言
の
挨
拶
か
ら

始
め
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
も
、す
ご
く

い
い
街
に
な
り
ま
す
よ
。

中
村
　

な
り
ま
す
ね
。

辰
巳
　

や
っ
ぱ
り
、日
本
が
い
い
国
だ
と
思
っ
て

も
ら
う
の
が
、
最
終
的
に
は
世
界
平
和
に
つ
な
が

る
。
そ
う
い
う
人
と
人
と
の
心
の
交
流
が
、一
番
の

安
全
保
障
な
ん
で
す
ね
。
若
い
人
が
海
外
に
出
て

行
っ
て
、
夢
を
持
っ
て
稼
ぐ
の
も
一
つ
で
す
よ
。

そ
れ
を
ま
た
地
元
に
還
元

す
れ
ば
い
い
。
地
元
も

そ
れ
を
信
じ
て
応
援
す
る
。
そ
ん
な
い
い
サ
イ
ク

ル
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。

市
長
　

中
村
さ
ん
、
東
京
と
行
き
来
し
て
、
甲
州
の

魅
力
的
な
風
景
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

中
村
　

毎
回
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
を
通
り
ま
す
。
必

ず
盆
地
の
見
え
る
所
で
写
真
を
撮
っ
て
、
今
日
の

甲
府
盆
地
っ
て
や
り
ま
す
。
ま
ず
、
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う
事
で
す
ね
。
日
本
っ
て
、
今
ま
で
閉
鎖
国

家
っ
て
言
う
か
、
外
国
人
に
優
し
く
な
い
国
だ
っ

て
言
わ
れ
続
け
て
、
香
港
は

今
、
七
〇
〇
万
人
の

人
口
で
す
が
、
年
間
四
〇
〇
〇
万
人
観
光
客
が
来

る
ん
で
す
。
日
本
は
、こ
の
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
が

始
ま
る
前
っ
て
、
約
九
〇
〇
万
人
で
す
か
ら
。

辰
巳
　

今
年
は
、そ
の
倍
ぐ
ら
い
に
な
り
そ
う
で
す
。

中
村
　
一
億
二
〇
〇
〇
万
の
人
口
が
い
て
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ま
で
に
二
〇
〇
〇
万
人
は
、
必
ず
突
破
し

ま
す
よ
。
多
分
、五
〇
〇
〇
万
人
く
ら

い
と
僕
は

思
っ
て
い
て
、始
ま
っ
た
ば
っ
か
り
だ
か
ら
、
い
ろ

ん
な
所
で
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
起
こ
っ
て
い
ま
す

が
、
恐
ら
く
受
け
入
れ
る
側
に
も
、
習
慣
が
で
き
て

X ｙか ≒………Ｓ
゛X卜　 φ ｀、．覧万， へ．
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き

て

、
も
っ

と
日

本

の

良

さ

が

出

て

く

る

。
甲

州

市

の

文

化

も

分

か

っ

て

も

ら

え

る

と
思

い

ま

す

。

辰

巳
　

甲
州
市
に
は
、
泊
ま

る
所

が
少

な
い
で
す
ね
。

市

長
　

宿

泊

施

設

は

大

き

な

課

題

で

す

ね

。

辰

巳
　

街

の

人

も

巻

き

込

ん

だ

民

泊

と

か
と
い

う

動

き

が

、
世

界

的

に

な

っ

て

き

て

い

ま

す

。

市

長
　

こ

の

地

域

の

農

家

は

養
蚕

を

や

っ

て

い
た

か

ら

、

家

が

大

き

い
ん

で

す

よ

。

中

村
　

海

外

の

人

に
し

た

ら

、
そ

う

い
う

所

に

泊

ま

り

た

い
で

す

よ

ね

。

辰

巳
　

日

本

の

人

で

も

泊

ま

り

た

い
は

ず

で

す

。

山

形

か

長

野

と

か

新

潟

と

か
、
古

い

民

家

を

改

装

し

て

、
五

部
屋

と

か

十

部

屋

と

か

い
う

旅

館

に

し

て

い

る

と

い

う

話

も

聞

き

ま

す

。
ま

だ

、
こ

の

眼

で
確

か

め

て

は

い
な

い
ん

で

す

が

。

住

ん

で

い

る

自

分

が

、

こ

の

街

を

好

き

に

な

る

市

長
　

最

後

に

市

民

の

方

に

、
甲

州

市

の

未

来

に

つ

い

て
、一

言

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

お
願

い
し

ま

す

。

辰

巳
　

や

っ
ぱ

り

、
自

分

の

街

を
よ

く

知

る
事

。

知

ら

な

い

と

好

き

に

な

れ

な

い
。
住

ん

で

い

る

所

を

大

切

に

思

う

心

。
そ

の

辺

の

こ

だ

わ

り

が

弱

い

と
思

う

ん

で

す

。
国

内
・
海

外

問

わ

ず

観

光

客

は

、
そ

う

い
う

所

を

本

当

は

見

た
い
ん

で

す

。
地

元

の

人

達

の

自

分

の

街

が

好

き

だ

と

い

う

気

持

ち

が

、
基

本

で

す

ね

。
そ

し

て
子

供

達

が

ど

う

し

た

ら

こ

の
街

を

好

き

に

な

っ

て

、
ず

っ
と

こ

の

街

に

住

み

続

け

た

い

と
思

う

か
、
考

え

て

い

く

べ

き

だ

と

思

い
ま

す
。
足

元

と
い

う

部

分

で

言

え

ば

、も

っ

と

山

梨

の
言

葉

、
方

言

を

大

事

に
し

ま

し

ょ
う

。
地

元

の

言

葉

と

標

準

語

で

、
バ
イ

リ

ン
ガ
ル

に

な

れ

ば

い

い
わ

け

で

す
。
英

語

を

教

え

る

前

に

、
そ

う

い
う

教

育

を

も

っ

と
し

て

ほ

し

い
と

思

い
ま

す

。

市

長
　

あ
り

が

と

う
ご

ざ

い
ま

す

。

中

村
　

僕

は

山

梨

出

身

で

ね

、
ぶ

ど

う

農

家

の

中

で

、
毎

日

そ

こ

を

歩

き

な

が

ら

通

っ

た

ん

で

す

け

ど

、
ぶ

ど

う

の
匂

い

と

か
嫌

で

嫌

で

し

ょ

う

が

な

か

っ
た

ん

で

す

よ

。
そ

ん

な

、
何

か

マ

イ

ナ

ス

要

素

を

抱
え

て

、
都

会

で

生

き

て

い

た

ん

で

す

ね

。

で

も

、
本

当

は

そ

れ
っ
て

真

逆

で

、
辰

巳

さ

ん

が

お

っ

し

や
っ

た

通

り

、
何

で

ぶ

ど

う

産

業

は

盛

ん

な

の

か

、
何

で

山

梨

と
い
う
地

に
根

付

い
た
の
か
、何

で

だ

ろ

う

と

考

え

る

事

で

、
逆

転

の

目

を

持

つ

。

要

は
、
フ

ッ

ク

の

掛

け

方

が

変

わ

る

ん

で

す

ね

。

僕

も

、
東

京

や

世

界

に

出

て

行

く

度

に

、
日

本

の

良

さ
が

す

ご

く

分

か

る
し

、
山

梨

の

重

要

性

だ

っ

た

り

山

梨

の

良

さ

が

、
す

ご

く

感

じ

ら

れ

る

ん

で

す

。
食

べ

物

に

限

ら

ず

、
そ

の

文

化

が

た

く

さ

ん

あ

り

ま

す

か

ら

。
子

供

達

に

は

、
そ

れ

を

よ

く

勉

強

し

て

ほ

し

い
な

と

思

い
ま

す

。

市

長
　

自

分

の

住

ん

で

い

る

甲

州

市

を

ま

ず

、

自

分

が

好

き

に

な

っ
て

、
誇

り

を

持

っ

て

子

供

達

に

語

れ

る

よ

う

に

な

る

と

い

う

事

で

す

ね

。

辰

巳
　

何

か
こ

こ

に

し

か

無

い
も

の
に

目

覚

め
れ

ば

、

盛

り

上

が

る

ん

で

す

よ

。
街

に

対

す

る
愛

着

と

か
自

信

に

も
繋

が

り

ま

す

。

市

長
　

今

日

、
お

話

し

い

た

だ

い

た

事

を

、
私

も

肝

に
銘

じ

て
頑

張

り

ま

す

。

本

日

は
、

あ
り

が

と
う

ご

ざ

い
ま

し

た

。
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離

れ

て

知

っ
た

、

甲

州

市

の

自

然

の

豊

か

さ

市
長
　

ま
ず
始
め
に
、
お
二
人
に
甲
州
市
の
自
然

の
イ
メ
ー
ジ
を
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
。

天
野
　
子
ど
も
の
頃
は
、
こ
こ
で
生
れ
育
っ
た
の

で
、
あ
た
り
ま
え
の
環
境
で
し
た
。
む
し
ろ
、
高

校
生
の
と
き
は
都
会
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
山
登

り
は
山
梨
に
い
た
と
き
か
ら
で
す
が
、
海
外
の
ヒ

了
フ
ヤ
だ
っ
た
り
、
岩
登
り
が
し
た
く
て
、
大
菩

薩
に
は
興
味
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。

(多

市
長
　

そ
う
で
す
ね
。
海
外
へ
行
っ
て
改
め
て
日

本
の
良
さ
が
判
る
。
海
外
の
山
を
観
て
、「
や
っ
ぱ

り
富
士
山
だ
よ
ね
」
と
。

天
野
　
日
本
は
、
四
季
が
あ
っ
て
、
雨
が
降
っ
て

自
然
が
で
き
て
。
山
梨
に
帰
っ
て
き
た
と
き
、
甲

州
に
は
結
構
い
い
山
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。
富
士
山
や
お
花
畑
な
ど
の
き
れ
い
な
風
景

も
、
十
代
の
頃
は
何
も
感
じ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
三
十
を
過
ぎ
て
、
い
い
と
こ
ろ
に
生
れ
育
っ

た
な
と
思
い
ま
す
ね
。

市
長
　

そ
の
甲
州
市
の
自
然
豊
か
な
山
や
渓
谷
で

の
、
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
は
？
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甲州市観光大使×市長リレー対話

天
野
　
大
自
然
が
遊
び
場
で
す
よ
。
川
で
遊
ぶ
、

山
で
遊
ぶ
、
秘
密
基
地
を
作
っ
て
遊
ぶ
と
か
。
今

考
え
る
と
、
子
ど
も
の
頃
の
体
験
が
、
山
登
り
に

も
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

小
川
　
私
の
家
は
大
菩
薩
の
麓
で
、
春
は
ワ
ラ
ビ

等
の
山
菜
採
り
、
夏
は
沢
登
り
や
釣
り
、
秋
は
キ

ノ
コ
採
り
に
山
に
入
り
、
冬
は
ス
キ
ー
を
す
る
と

い
う
家
族
で
、
山
と
の
距
離
感
は
非
常
に
近
か
っ

た
で
す
。
そ
れ
は
、
山
梨
県
や
甲
州
市
の
一
番
の

魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
家
は
農
家
な
の
で
、
夏
は

畑
に
行
け
ば
果
物
が
あ
る
生
活
で
し
た
が
、
そ
れ

が
特
別
な
こ
と
な
ん
だ
と
気
付
く
の
も
、
大
学
へ

行
っ
て
県
外
の
友
人
に
「
い
い
な
あ
。
お
前
ん
ち

は
」
と
言
わ
れ
て
。
い
ろ
ん
な
意
味
で
、
甲
州
市

の
広
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

市
長
　
私
も
山
梨
を
離
れ
て
み
て
、
特
に
自
然
の

環
境
の
素
晴
し
さ
、
恵
み
の
豊
か
さ
に
気
付
き
ま

し
た
ね
。
お
二
人
は
、
山
を
メ
イ
ン
に
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
甲
州
市
の
山
の
魅
力
に
つ
い
て
、

ど
う
見
て
い
ま
す
か
？

天
野
　
甲
州
ア
ル
プ
ス
と
名
付
け
ま
し
た
が
、
甲

州
の
山
は
歩
き
や
す
い
で
す
。
東
京
の
都
心
よ
り

距
離
的
に
も
近
く
、
百
名
山
の
大
菩
薩
も
あ
り
ま

す
し
、
山
々
が
南
に
連
な
り
、
晴
れ
た
日
は
、
富

士
山
を
見
な
が
ら
南
下
で
き
る
。
甲
府
盆
地
が
あ

り
、
春
は
桃
の
花
の
絨
毯
に
な
り
、
奥
多
摩
山
も

見
え
て
、
景
色
は
す
ご
い
い
い
で
す
ね
。
な
お
か

つ
、
高
低
差
が
あ
ま
り
な
い
の
で
初
心
者
で
も
歩

き
や
す
く
、
危
な
い
と
こ
ろ
も
少
な
い
で
す
。

市
長
　
小
川
さ
ん
、
甲
州
市
の
山
々
は
、
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
に
は
い
か
が
で
す
か
？

小
川
　

甲
州
ア
ル
プ
ス
は
、
下
の
市
街
地
か
ら

二
千
メ
ー
ト
ル
級
ま
で
、
一
気
に
駆
け
上
る
こ
と

が
で
き
る
と
こ
ろ
が
す
ご
い
魅
力
だ
と
思
い
ま

す
。
な
か
な
か
甲
州
市
の
よ
う
に
条
件
が
整
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
で
す
。
途
中
、
植
生
が
だ

ん
だ
ん
変
わ
っ
て
い
く
の
を
楽
し
み
な
が
ら
、
稜

線
に
出
て
岩
場
を
歩
け
た
り
と
か
、
本
当
に
変
化

に
跳
ん
だ
コ
ー
ス
で
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
登
っ
て

行
く
中
で
広
葉
樹
か
ら
白
樺
、
苔
む
し
た
と
こ
ろ

を
越
え
て
い
く
と
、
景
色
だ
け
で
は
な
く
、
自
然

界
の
変
化
も
感
じ
ら
れ
る
コ
ー
ス
と
い
う
の
が
、

甲
州
ア
ル
プ
ス
に
は
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
長
　

甲
州
ア
ル
プ
ス
と

い
う
名
前
は
、
一
昨

年
、
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
天
野
さ
ん
か

ら
提
言
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
何
故
、
甲
州
ア
ル

プ
ス
な
の
か
、
改
め
て
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
？

天
野
　

思
い
付
き
で
す
。
（
笑
）
全
国
に
ご
当
地

ア
ル
プ
ス
が
四
十
と
か
五
十
あ
る
ん
で
す
。
こ
こ

の
小
金
沢
連
嶺
と
い
う
名
前
の
謂
れ
を
調
べ
た
の

で
す
が
、
大
正
時
代
に
霧
の
旅
会
と
い
う
山
岳
会

が
付
け
た
名
前
で
、
そ
れ
を
地
元
の
大
和
の
人
た

ち
が
、
愛
着
を
持
っ
て
大
切
に
し
て
い
る
の
な
ら
、

あ
え
て
変
え
る
必
要
は
な
い
と
思
っ
て
、
何
人
か

の
人
に
聞

い
て
み
た
と
こ
ろ
、
小
金
沢
連
嶺
を

知
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
、
そ
れ
な
ら
、
甲
州
ア

ル
プ
ス
と
い
う
、
少
し
柔
ら
か
い
名
前
に
し
て
、

登
山
を
す
る
人
た
ち
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
わ
せ

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

市
長
　

今
で
は
、
登
山
に
来
ら
れ
る
方
へ
の
名
前

湯の沢峠
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甲州市大和町出身。明 治大学体育会山岳部

炉辺会、ICI石井スポーツ登山学校講師、登

山本店 勤務。山岳ガイドステージⅡ、富士

山ガ イド。8,０００ｍ峰６座に 登 頂し、ロー

ツェ（8,516m ）の 無酸素登頂 は日 本人初。2003

年には山梨日日新聞野口賞を、２００９

年にはフランスの山岳賞ピ オレドール賞を

受賞している。

の
認
知
度
も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
小
鳥
な
ど
の

生
物
や
、
咲
く
花
な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

天
野
　

湯
の
沢
峠
の
お
花
畑
は
有
名
で
す
よ
ね
。

市
長
　

お
二
人
の
プ
ロ
の
目
か
ら
見
て
、
こ
う
い

う
楽
し
み
方
が
あ
る
よ
と
か
、
皆
さ
ん
に
紹
介
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

山

に

め

ざ

め

、

人

生

に

め

ざ

め

る

時

市
長
　

今
回
の
特
集
は
、
市
制
十
年
と
い
う
こ
と

で
、

〃
め
ざ
め
”
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
天

野
さ
ん
は
登
山
家
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
と
し
て
、
何

故
そ
こ
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
か
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

天
野
　

大
も
と
を
辿
る
と
、
両
親
が
山
登
り
を
す

る
ん
で
す
。
年
に
一
回
か
二
回
で
す
が
、
一
緒
に

山
に
行
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
は
山
登
り
は
あ

ま
り
好
き
で
は
な
く
、
た
だ
、
違
う
と
こ
ろ
に
行
け

る
の
が
う
れ
し
い
だ
け
で
。
今
か
ら
思
う
と
、
や

は
り
そ
れ
が
一
番
大
も
と
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。

山
梨
で
は
、
低
い
山
に
は
興
味
が
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
い
ろ
ん
な
山
に
行
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の

延
長
線
上
で
、
高
い
山
に
行
き
た
い
、
海
外
に
も

行
き
た
い
と
な
り
ま
し
た
。
山
登
り
は
、
（

マ
る

人
に
は
す
ご
く
（

マ
り
、
仕
事
を
し
て
い
る
暇
は

な
い
と
思

い
、
大
学
を
卒
業
後
、
機
会
が
あ
っ

て
、
結
果
的
に
い
ろ
ん
な
山
に
登
れ
ま
し
た
。

市
長
　

世
界
の
山
に
挑
戦
し
た
き
っ
か
け
と
、
印

象
に
残
る
人
と
か
、
言
葉
は
あ
り
ま
す
か
？

天
野
　

た
だ
単
に
憧
れ
、
行
っ
て
み
た
い
と
い
う

だ
け
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
冒
険
家
の
植
村
直
己

さ
ん
で
、
そ
の
頃
、
山
の
本
は
少
な
く
て
、
植
村

さ
ん
の
本
を
読
ん
で
、
放
浪
し
て
、
自
由
な
生
き

方
に
も
憧
れ
ま
し
た
。

市
長
　

大
学
の
先
輩
で
す
ね
。
志
を
受
け
継
ぐ
よ

う
な
こ
と
は
？

天
野
　

植
村
さ
ん
は
、
大
学
へ
入
っ
た
時
は
も
う
亡

く
な
ら
れ
て
い
ま
し
て
、
お
会
い
し
て
い
ま
せ
ん
。

市
長
　

山
に
登
る
の
も
、
冒
険
も
、
誰
か
が
教
え

て
く
れ
る
と
い
う
よ
り
、
自
分
で
感
じ
て
、
掴
む

も
の
で
す
よ
ね
。
自
分
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
？

天
野
　

上
を
目
指
す
、
と
い
う
意
識
よ
り
、
そ
の

時
そ
の
時
を
大
事
に
し
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
と
い
う

漠
然
と
し
た
目
標
は
あ
り
ま
す
。

市
長
　

小
川
さ
ん
は
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
の
日

本
代
表
で
す
が
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
を
始
め
た
き
っ

か
け
を
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
。

小
川
　
元
々
、
山
に
寄
り
添
う
生
活
を
し
て
い
て
、

私
は
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
世
代
の
走
り
な
の
で
す
が
、
遊

ぶ
の
は
家
の
中
よ
り
も
外
で
し
た
。
家
を
出
れ
ば

里
山
で
す
の
で
、
虫
を
採
っ
た
り
、
魚
を
釣
っ
た
り

大菩薩嶺を望む
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1

11
が
、
遊
び
の
中
心
で
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
培
っ

た
山
の
走
り
方
と
か
体
の
さ
ば
き
方
と
か
は
、
自

分
が
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
根
底
に
あ
っ
て
、
競
技
者
に

な
っ
て
、
そ
の
経
験
が
活
き
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

比
較
的
す
ん
な
り
と
競
技
に
溶
け
込
み
、
上
位
を

狙
え
ま
し
た
。
元
々
陸
上
は
や
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
国
体
の
競
技
で
も
山
岳
縦
走
競
技
が
あ
り
、

山
を
走
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
知
り
、
始
め

ま
し
た
。
陸
上
と
は
違
っ
た
山
の
楽
し
さ
を
味
わ

い
な
が
ら
、
競
技
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

甲

州

の

山

の

素

晴

ら

し

さ

を

ど

う

伝

え

て

い

く

の

か

。

市
長
　

お
二
人
な
ら
、
甲
州
ア
ル
プ
ス
の
自
然
を

ど
の
よ
う
に
伝
え
ま
す
か
？

小
川
　

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
を
仮
定
の
も
と
に
甲
州
市

の
広
大
な
山
々
を
全
て
繋
げ
る
と
、
百
二
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
縦
走
路
に
な
り
ま
す
。
大
菩

薩
山
塊
を
中
心
に
八
の
字
を
書
く
よ
う
に
。
累
積

標
高
は
九
千
メ
ー
ト
ル
で
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
激

し
い
コ
ー
ス
が
で
き
ま
す
。
競
技
特
性
上
、
二
泊

三
日
で
歩
く
行
程
を
、
一
日
な
い
し
二
日
で
繋
ぐ

こ
と
の
も
で
き
ま
す
し
、
自
然
活
用
の
遊
び
場
と

し
て
の
捉
え
方
が
で
き
る
と
、
訪
れ
る
人
た
ち
に

Ｐ
Ｒ
し
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
レ
ー
ス

は
、
何
日
、
何
回
も
か
け
て
下
見
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
度
に
甲
州
市
を
訪
れ
た
り
、

宿
泊
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
甲
州
市
の
果
物
や
ワ
イ

ン
な
ど
の
、
別
の
魅
力
も
知
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

現
在
の
甲
州
市
の
自
然
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、
雨

－

‐

－

‐

が
降
る
と
足
が
向
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
山
岳

ス
ポ
ー
ツ
は
、
雨
あ
り
き
で
装
備
を
整
え
ま
す
の

で
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
登
山
や
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

天
野
　

登
山
教
室
を
企
画
し
た
り
、
人
が
行
か
な

い
旧
道
を
歩
く
と
か
。
ま
た
、
地
元
の
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
の
人
だ
ち
と
登
山
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
た

り
。
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
の
大
会
は
絶
対
や
っ
た
ほ
う

が
い
い
で
す
。
マ
イ
ナ
ス
面
は
、
人
が
来
て
道
が

荒
れ
る
く
ら
い
で
、
あ
と
は
全
て
プ
ラ
ス
。
人
が

来
れ
ば
ロ
コ
ミ
で
広
が
っ
て
Ｐ
Ｒ
に
な
る
し
、
お

金
も
落
ち
る
し
。
具
体
的
に
、
何
年
後
に
や
る
と

決
め
て
も
い
い
で
す
ね
。

市
長
　

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
は
、
山
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
と
い
う
意
味
で
は
、
正
し
い
登
り
方
や
正
し
い

楽
し
み
方
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
、
「
来
て
覚
え

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
そ

れ
に
は
、
お
二
人
に
し
っ
か
り
と
教
え
て
伝
え
て

い
た
だ
き
た
い
。
も
う
一
つ
、
フ
ッ
ト
パ
ス
と
勘

違
い
す
る
人
が
い
る
の
で
、
注
意
し
た
い
で
す
ね
。

・ 小川 壮 太

甲州市 塩山出身。中 高大 学をとおして陸上

部に 所属し、高 校時 代は山梨県代表とし て

全 国大 会にも 出場したエ リート ランナ ー。

都留 文科 大 学在 学中 に２年半、ＵＳＡケン

タッ キー州 のイースタン・ケンタッキ ー大

学（ＥＫＵ）に留 学。社会人となった後も 青

森東京間縦断駅伝 山梨代表、アフリカ・ジ

ブ チ国際ハーフマラソン日本代表として出

場｡ 現在､日本を代表するトレイルランナー、

山岳スキーヤーとして第一線で活躍中。
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1

自

然

豊

か

な

故

郷

を

次

代

へ

市
長
　

最
後
に
、
自
然
豊
か
な
故
郷
を
受
け
継
ぐ

次
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

天
野
　

今
、
遠
足
で
山
に
行
く
こ
と
は
少
な
い
で

す
。
学
校
や
先
生
が
大
変
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、

山
登
り
は
何
か
心
に
残
る
は
ず
で
す
。
甲
州
市
に

生
ま
れ
育
っ
て
も
、
大
菩
薩
に
行
っ
た
こ
と
が
な

い
人
が
圧
倒
的
に
多
い
と
思
い
ま
す
。
せ
っ
か
く

こ
ん
な
い
い
所
が
あ
る
の
に
、
知
ら
な
い
の
で
は
。

義
務
遠
足
ど
う
で
す
か
。
（
笑
）

市
長
　

学
校
が
忙
し
く
て
も
、
も
っ
と
外
に
連
れ

て
歩
く
べ
き
で
す
ね
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
だ
ち
と

子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
野
菜
を
作
っ
て
収
穫
体
験

す
る
事
な
ど
も
、
本
当
に
勉
強
に
な
る
。
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
成
に
欠
か
せ
な
い
と
思
う
。

小
川
　

ど
の
小
学
校
も
、
登
山
遠
足
が
な
く
な
っ

て
き
た
の
は
事
実
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ

り
ま
す
。
私
は
、
小
学
校
の
頃
に
遠
足
で
大
菩
薩

に
登
っ
た
こ
と
を
強
烈
に
憶
え
て
い
ま
す
。
先
生

が
「
走
る
な
！
」
と
言
っ
て
も
、
走
っ
て
は
登
り
、

走
っ
て
は
下
り
。
山
を
走
る
爽
快
感
を
一
番
初
め

に
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
親
の
世
代
も
経
験
が
な

い
。
親
が
山
の
遊
び
方
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
子
ど

も
に
は
伝
わ
ら
な
い
。
こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
山
の
経
験
を
子
ど
も
た
ち
に
さ
せ
て
あ
げ
た

い
で
す
。
富
士
吉
田
に
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
富

士
山
教
育
が
あ
り
、
五
合
目
ま
で
の
遠
足
と
、
富

士
山
信
仰
を
始
め
と
す
る
富
士
山
独
特
の
文
化
を

教
え
る
時
間
も
あ
り
ま
す
。
地
域
に
根
ざ
し
た
教

育
を
行
な
う
上
で
、
自
然
と
果
物
や
ワ
イ
ン
な
ど

を
含
め
、
子
ど
も
だ
ち
と
学
ん
だ
り
、
親
と
話
が

で
き
る
の
が
大
事
で
す
。
親
た
ち
に
甲
州
市
の
財

産
を
ど
う
や
っ
て
伝
え
る
か
で
す
。

天
野
　

学
校
で
遠
足
が
難
し
か
っ
た
ら
、
市
で
募

集
し
て
親
子
登
山
教
室
を
開
い
て
も
い
い
で

す
ね
。

小
川
　

以
前
は
、
大
久
保
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ

ジ
に
、
夏
休
み
に
子
ど
も
集
め
て
キ
ャ
ン
プ

を
し
ま
し
た
。
小
学
校
の
時
も
、
中
学
校

の
時
も
、
高
校
生
に
な
っ
て
も
手
伝
い
に

行
き
ま
し
た
。
大
好
き
だ
っ
た
ん
で
し
よ

う
ね
。

市
長
　

大
和
自
然
学
校
も
夏
は
い
っ
ぱ
い

で
す
。
県
外
の
方
は
観
光
で
、
市
民
の
方

は
生
涯
学
習
で
す
ね
。
故
郷
を
守
り
継
承

し
て
い
く
た
め
に
は
、
子
ど
も
が
学
ぶ
前

に
親
が
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ね
。
そ

し
て
、
す
べ
て
の
住
民
が
、
自
然
と
触
れ

合
え
る
取
り
組
み
を
考
え
、
特
に
親
子
で

参
加
す
る
山
登
り
は
計
画
し
た
い
ね
。

天
野
　

親
も
自
分
た
ち
だ
け
だ
と
不
安
で

す
が
、
み
ん
な
が
い
れ
ば
安
心
で
す
。
装

備
も
ジ
ャ
ー
ジ
と
運
動
靴
で
で
き
ま
す
。

市
長
　

早
速
、
行
動
に
移
し
た
い
で
す
ね
。

お
二
人
の
お
陰
で
、
市
民
が
守
る
べ
き
も
の
を
再

認
識
で
き
ま
し
た
。
お
二
人
に
は
新
し
い
プ
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
、
甲
州
市
の
自
然
を
広
め
て
い
た
だ

き
、
今
後
と
も
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・  ? . ･ , .
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＠

栄
り

哲

子夫

あ

り

の

ま

ま

の

私

に

帰

る

場

所

市
長
　

始
め
に
、
お
二
人
の
甲
州
市
と
の
関
わ
り

を
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
。

大
川
　

山
梨
に
家
を
持
つ
こ
と
は
、
全
く
想
像
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
夫
の
河
原
崎
建
三
と
、
俳
優

は
不
安
定
な
職
業
な
の
で
「
も
し
何
か
あ
っ
た
場
合

に
、
安
全
な
場
所
を
確
保
し
て
お
き
た
い
」
と
、
三

鷹
の
家
を
造
っ
て
く
れ
た
建
設
会
社
の
社
長
さ
ん

に
、
新
聞
の
チ
ラ
シ
で
知
っ
た
塩
山
の
事
を
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
実
家
が
す
ぐ
近
く
で
ぶ
ど
う
園
を
や
っ

香

７
９

七

゛

‘
＝

り
４

文 京シビッ クセン ター25 階から望む東京 スカイツリ ー(

平成27 年7 月27 日)

て

い
る
と

い
う
こ

と
で
ト

ン
ト

ン
ト

ン
と

話
が

運

ん

で

。
工

務

店
の

方
に

も
「
甲
州

市

は
東

京

か

ら
通

勤

圏

で
す
よ

」
と
言

わ

れ
、
居

住

地

と
し

て
も

通

え

る

こ
と

が
分

か
り

、
知

人

と
一
緒
に

土

地
を

購

入

し
、

家

を
建

て

た
の
が
二

〇

〇
〇

年
で

す

。
私

は
ア

ロ
マ

テ
ラ

ピ
ス

ト

の
資

格

を

持
っ
て

い
る

の
で
す

が

、
塩

山

の

家

が

な

か
っ

た

ら

、
植

物

に

興

味

を

持

た

な

か
っ
た

で
し
ょ

う
。
家

か
ら

真
正
面

に
富

士

山
が

見

え

ま
す

。
富

士

山
は
不

思

議

な

山
で

す
ね

。
刻

々

と

表

情

が

変

る
の
で

、
一
日

見

て

い
て
も

飽

き

な

い
ん

で

す
。
東

京

に
帰

り

た

く

な
く

な
っ

て
し

ま
っ
て

。

「
こ

れ
は
危

険

だ

な

あ
」
と
思

っ
て
い
ま

す

。（

笑
）

一 一 一 一 一 一 一
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１

・ 大 川 栄 子

女優。夫は俳優の河原崎建三氏。甲州市塩

山に住まいがあり、東京との二地域居住を

している。映画デビューは高倉健主演「恐

喝」。 テレビ では 連続テ レビ ドラマ 『キイ

ハンター』で丹波哲郎・千 葉真一・谷隼人

らと 共に、記 憶の天才・谷ロ ユミと してコ

ミカ ルな 美女役 で出 演し､一躍人気を得る。

ハ ードボ イルド ・刑 事ドラマなど に多く出

演している。
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Ｉ

土

屋
　

僕

の

実

家

か

ら

は

全

然

見

え

ま
せ

ん

が

、

東

京

の
自

宅

か
ら

は
、

晴

れ

た

冬

の
日

に

は
見

え

る
ん

で

す

。

大

川
　

若

い
頃

は

、
富

士

山

を
こ

ん

な

に

思

わ

な

か
っ
た

の
に

。
塩
山

に
来

て

、
特
に

春

先

に
霞

ん
で

い

て

も
、「

あ
の
向

こ
う

に
富

士

山

が

あ
る
ん

だ

ぞ
Ｉ

」

と
思

っ

て
、

い

つ

も
ご

挨

拶

を
し

て

い
ま

す
。

市

長
　

富

士

山

は
、

色

々

な
姿

を

見

せ

ま

す
。

私

は
、

雪

を

被

っ
て

い

る
冬

富

士

が

い

い
で

す

ね

。

大
川
　

白

く

聳

え

る
富

士

山

が

綺

麗

で

す

よ

ね

。

市

長
　

ヨ

ー

ロ

ッ

パ
な

ど

で

山

脈

を

見

て

も

感

激

は
な

い
の
で
す

が

、
日

本

の
富

士

は
違

う
ん

で
す

。

市

長
　

土
屋

さ

ん

は
、

故

郷

を

出

ら

れ

て
、

ど

の

く

ら

い

経

っ

て

い

る

の

で

す

か
？

土

屋
　

中

学

ま

で

は

勝

沼

、
高

校

は

甲

府

で

、

十

八

歳

ま

で
山

梨

し

か
知

ら

ず

、
大

学

か

ら

東

京

で

す
。
一
年

に
一
回

く

ら

い
帰

る

時

は
電

車

で
、
勝

沼

ぶ

ど

う

郷

駅

の

手

前

の

ト

ン

ネ

ル

を

抜

け

て

、

甲

州

の
景

色

が

広
が

る
所

が
一
番
好

き

で
す

ね

。

大

川
　

そ

こ

に

ポ

コ
ッ

と

塩
ノ

山
が

見

え
、

そ

の

奥

に

雪

を
被

っ

た
南

ア

ル

プ

ス

が

見

え

ま

す

ね

。

－

％

―

I

‐
｢
S

‐
g
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“

私
は
、
何
度
も
写
真
を
撮
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

土
屋
　

演
出
と
し
て
は
、
ト

ン
ネ
ル
が
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
で
す
ね
。
普
通
列
車
は
贅
沢
で
す
よ
ね
。

大
川
　

最
近
は
殆
ど
各
駅
で
す
。
高
尾
か
ら
一
時

間
半
で
す
が
、
本
を
読
ん
だ
り
し
な
が
ら
。
ス

イ
ッ
チ
が
、
緩
や
か
に
入
る
感
じ
な
ん
で
す
。

市
長
　

お
二
人
の
友
人
や
会
社

の
仲
間
に
と
っ

て
、
山
梨
の
印
象
は
？

土
屋
　

皆
さ
ん
、
わ
ざ
わ
ざ
で
な
く
、
簡
単
に
行

く
と
い
う
感
じ
で
す
。
バ
イ
ク
に
乗
る
後
輩
は
、

こ
の
辺
、
詳
し
い
で
す
。
特
に
温
泉
は
。

大
川
　

歴
女
の
友
だ
ち
は
、
日
本
の
都
を
調
べ
て

い
て
、
江
戸
城
を
造
る
と
き
に
南
海
坊
天
海
と
い

う
人
が
気
の
良
い
場
所
を
調
べ
、
そ
れ
が
「
龍

脈
」
と
い
っ
て
土
に
気
が
通
っ
て
い
る
場
所
で
、

江
戸
か
ら
富
士
山
ま
で
二
本
有
り
、
そ
の
一
本
は

Ｊ
Ｒ
中
央
線
で
、
塩
山
も
そ
の
中
に
入
り
、
甲
州

市
は
気
が
良
い
場
所
な
ん
で
す
。

市
長
　

お
陰
さ
ま
で
、
知
名
度
も
上
が
っ
て
い
ま

す
。
市
に
な
っ
て
直
ぐ
の
頃
は
、
「
甲
州
市
で
す
」

と
言
う
と
「
え
っ
？
」
と
い
う
反
応
な
ん
で
す
。

そ
れ
と
「
甲
州
っ
て
、
長
野
県
に
信
州
市
を
創
る

の
と
同
じ
で
す
ね
。
よ
く
許
可
が
出
ま
し
た
ね
」

と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
甲
州
市
か
と
言
う

と
、
塩
山
市
・
勝
沼
町
・
大
和
村
が
合
併
し
た
の

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
、
塩
山
は
「
甲
州

百
目
」
の
こ
ろ
柿
、
勝
沼
は
「
甲
州
ぶ
ど
う
」
の

ワ
イ
ン
、
大
和
は
「
甲
州
御
影
」
の
御
影
石
と
、

三
つ
の
甲
州
の
名
産
品
が
あ
る
か
ら
で
す
。

土
屋
　

ロ
ー
マ
字
の
語
感
が
、
か
っ
こ
い
い
で
す
。

甲州 市市内からの 桃畑と富士山の 眺望
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大
川
　

果
物
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
し
、
武
田

の
時
代
か
ら
の
武
士
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

市
長
　

塩
山
も
昔
は
甲
州
の
鎌
倉
と
も
呼
ば
れ
、

神
社
仏
閣
が
多
い
の
も
特
色
で
し
た
。

土
屋
　

響
き
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ス
カ
イ
ツ

市
長
　

大
川
さ
ん
、
女
優
の
道
を
選
ん
だ
理
由
は
？

大
川
　

私
は
、
九
州
の
若
松
と
い
う
炭
鉱
の
町
で

生
れ
、
父
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
し
た
。
小
学
校
三

年
の
と
き
に
父
の
転
勤
で
東
京
へ
移
り
、
五
年
生

の
と
き
、
母
が
東
映
の
児
童
劇
団
へ
応
募
し
、
東

映
の
児
童
研
修
所
へ
。
高
校
一
年
で
、
高
倉
建
さ

ん
の
映
画
に
抜
擢
さ
れ
、
ひ
と
つ
の
作
品
を
残
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
生
の
と
き
に
「
キ
ー

「

ン
タ
ー
」
に
出
演
し
人
気
番
組
に
な
り
、
私
の

代
表
作
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
体
で
表
現
す

る
こ
と
で
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
仕
事
が
、
い
つ
の

ま
に
か
天
職
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
亡
き
母
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

市
長
　

土
屋
さ
ん
、
設
計
の
仕
事
を
通
し
て
何
か

話
題
は
あ
り
ま
す
か
？

土
屋
　

最
近
、
東
京
・
秋
葉
原
に
あ
る
Ｙ
Ｋ
Ｋ
の

本
社
ビ
ル
を
設
計
し
、
完
成
し
ま
し
た
。
富
山
県

黒
部
市
に
、
サ
ッ
シ
も
フ
ァ
ス
ナ
ー
エ

場
も
あ

り
、
北
陸
新
幹
線
の
開
業
に
合
わ
せ
、
本
社
ビ
ル

を
つ
く
り
ま
し
た
。
本
社
と
い
う
考
え
方
も
、
東

京
を
中
心
と
い
う
意
識
が
全
然
な
く
、
む
し
ろ
、

東
京
に
半
分（
゛
富
山
に
も
半
分
く
ら
い
分
散
し
、

み
ん
な
で
元
気
に
な
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る

ん
で
す
。
甲
州
市
は
、
東
京
か
ら
距
離
が
近
い
と

い
う
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
、
何
か
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

市
長
　

確
か
に
、
そ
う
い
う
意
味
で
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
と
こ
ろ
と
思

い
ま
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
か
メ

リ
ッ
ト
か
は
表
裏
一
体
で
す
ね
。

土
屋
　

今
や
仕
事
も
、
東
京
で
も
甲
州
市
の
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
で
も
同
じ
な

の
で
。
距

離
の
デ
メ

リ
ッ
ト
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
気
持

ち
の
い
い
所
で
働
け
ば
良
い
結
果
に
な
り
ま
す
ね
。

良

い

環

境

で

慟

く

ス

タ

イ

ル

市
長
　

甲
州
市
の
景
色
の
良
い
、
生
活
し
や
す
い

所
で
仕
事
を
す
れ
ば
、
仕
事
の
効
率
ア
ッ
プ
に
も

■ 土 屋 哲 夫

甲州市勝沼 町出 身。日本一の建造物、世界

一の高さを誇る電波塔｢ 東京スカイツリー｣

の設計チ ーム の中核として設計段階から現

場監理 まで携わった。過去に誰も設計した

こ とのない 高さの建築物 ゆえ､ 試行 錯誤と

チャレンジ の連続、細かな検討の繰り返し

であっ た。美しさ、快適さ、使いやすさか

ら安全、法律、施工など 様々な問題をクリ

アしはじめて｢ 東京スカイツリ ー｣が完成し

た。現在も設計士として 第一線で活躍中で

あり 、ざまざ まな国でざまざ まな種類の 建

築物の設計に取り組んでいる 。

31

== ＝･-- 〃-= －－'
‾"



Ｉ
　
　
　

～

Ｉ一
‐

Ｉ

。
―
　
　
　
　
　

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
－

－

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

Ｉ

ム
　
　
　
　
　

り
Ｊ

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

大
川
　

い
き
な
り
永
住
で
は
（

Ｉ
ド
ル
が
高
い
か

も
し
れ
な
い
で
す
が
、
私
の
場
合
は
、
東
京
、
塩

山
を
、
行
っ
た
り
来
た
り
で
す
。
夏
は
、
東
京

に
帰
っ
て
来
る
と
、
道
路
か
ら
の
ム
ッ
と
し
た
熱

気
の
中
を
歩
い
て
い
る
よ
う
で
、
東
京
で
暮
ら
し

て
「
ち
ょ
っ
と
細
胞
が
疲
れ
て
き
た
な
あ
」
と
思

う
と
、
塩
山
に
行
っ
て
充
電
し
ま
す
。
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
出
来
る
場
所
、
細
胞
が
活
性
化
さ
れ
る
場
所

と
し
て
の
使
い
方
が
大
変
良
い
で
す
。

土
屋
　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
面
白
い
で
す
。

市
長
　

山
梨
は
、
よ
そ
か
ら
来
る
も
の
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
下
手
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
特
に
こ
の

十
年
、
来
た
人
の
世
話
を
よ
く
見
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ご
近
所
付
き
合
い
は
、
い
か
が
で
す
か
？

大
川
　

別
荘
地
仲
間
と
は
、
塩
山
に
行
っ
た
ら
必

ず
、
東
京
か
ら
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
持
っ
て
行
っ

て
お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま
す
。
東
京
の
家
を
造
り
替

え
る
一
年
間
は
塩
山
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
私
も

畑
を
や
り
、
朝
起
き
る
と
、
カ
ゴ
を
持
っ
て
畑
に

行
き
、
収
穫
し
、
朝
ご
は
ん
が
始
ま
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
東
京
へ
帰
っ
て
、
不
味
い
野
菜
を
お

金
を
出
し
て
買
う
の
に
抵
抗
感
が
あ
り
ま
し
た
。

東

京

ス

カ

イ

ツ

リ

ー

ヘ
の

思

い

市
長
　

土
屋
さ
ん
、
「
ス
カ
イ
ッ
リ
ー
」
の
設
計

に
あ
た
り
、
苦
悩
や
喜
び
な
ど
、
完
成
ま
で
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

土
屋
　

仕
事
に
関
わ
っ
た
の
は
本
当
に
偶
然
で
、

自
分
が
や
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

設
計
は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
特

別
な
気
負
い
は
、
全
然
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
さ

い
仕
事
か
ら
大
き
な
も
の
ま
で
、
ど
ん
な
仕
事
で
も

一
生
懸
命
、
全
力
で
や
り
た
い
ん
で
す
。
好
き
な
建

築
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
て
、
少
し
で
も
街
が
良
く
な
れ

ば
い
い
と
い
う
意
識
で
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。

大
川
　

日
本
で
一
番
高
い
タ
ワ
ー
で
、
防
災
や
安

全
に
関
し
て
は
苦
労
さ
れ
た
の
で
は
？

土
屋
　

大
き
な
仕
事
は
、
絶
対
一
人
で
は
で
き
な

い
の
で
、
自
分
で
絵
を
描
い
て
も
、
防
災
の
専
門
家

か
ら
は
、
「
こ
う
し
な
き
や
ま
ず
い
よ
」
と
か
「
構

造
は
こ
う
す
れ
ば
、
も
っ
と
安
全
に
な
る
よ
」
と

打
合
せ
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。
設
計
が
二
年
、
工

事
が
四
年
の
六
年
間
は
、
問
題
が
あ
る
と
、
常
に

み
ん
な
集
ま
っ
て
打
合
せ
で
す
。

大
川
　

日
本
は
地
震
国
で
す
が
、
地
震
に
つ
い
て

は
、
ま
た
別
の
チ
ー
ム
が
あ
る
の
で
す
か
？

土
屋
　

今
回
は
、
私
と
同
じ
事
務
所
の
構
造
の
専

門
家
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
や
り
ま
し
た
。

市
長
　

ど
ん
な
チ
ー
ム
な
ん
で
す
か
？

土
屋
　

会
社
は
、
個
人
商
店
の
集
合
み
た
い
な
も

の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
チ
ー
ム
を
組
み
ま

す
。
い
か
に
チ
ー
ム
の
中
で
、
自
分
の
色
を
出
す

か
。
事
務
所
の
規
模
の
大
き
さ
で
は
な
く
、
個
人

個
人
の
総
力
な
ん
で
す
。
ス
カ
イ
ツ
リ
ー・
の
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
、
貢
献
し
て
頑
張

る
か
に
掛
か
っ
て
き
ま
す
。
今
回
思
っ
た
の
は
、

設
計
で
も
現
場
で
も
、
役
割
の
大
切
さ
で
す
ね
。

私
は
設
計
で
頑
張
り
ま
す
し
、
そ
れ
を
造
る
現
場

慈雲寺の樋口一 葉文学碑
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の
人
は
全
力
で
要
望
に
答
え
る
。
信
頼
関
係
と
つ

く
る
も
の
へ
の
愛
情
で
す
。

市
長
　

子
ど
も
た
ち
が
見
て
感
動
し
、
上
に
あ

が
っ
て
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

土
屋
　

単
純
に
う
れ
し

い
で
す
。
そ
れ
だ
け
で

や
っ
た
甲
斐
が
あ
る
な
と
思
い
ま
す
。

大
川
　

日
本
中
の
子
ど
も
た
ち
は
、
一
度
は
上
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
ね
。

。
樋

口

一

葉

々
が

結

ん

だ

文

京

区

と

の

交

流

の

広

が

り

市
長
　

こ
の
対
談
は
、
文
京
区
役
所
で
行
わ
れ
て

ぃ
ま
す
が
、
文
京
区
と
甲
州
市
の
繋
が
り
を
お
話

し
し
ま
す
。
平
成
十
六
年
、
〃
樋
口
一
葉
”
が
五
千

円
札
に
登
場
し
ま
し
た
。
一
葉
の
両
親
が
生
ま
れ

育
っ
た
の
が
塩
山
の
大
藤
で
、
そ
の
後
、
東
京
へ
出

て
樋
口
一
葉
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
す
。
一
葉
が
文
京

区
に
住
ん
で
い
て
書
か
れ
た
の
が
『
ゆ
く
雲
』
で
、

こ
の
小
説
に
は
、
両
親
か
ら
聞
い
た
で
あ
ろ
う
大
藤

の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
文
化
交

流
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
災
害
協
定
の
話
が
来
ま

し
て
、
そ
れ
な
ら
ば
、
行
政
・
市
民
レ
ベ
ル
で
色
々

な
お
付
き
合
い
を
と
、
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、

文
京
区
は
来
年
に
樋
口
一
葉
没
後
百
二
十
年
で
記
念

事
業
に
も
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
十
一
月

二
十
三
日
の
一
葉
の
命
日
の
前
に
締
結
致
し
ま
す
。

土
屋
　

こ
う
い
う
交
流
で
、
小
学
校
の
林
間
学
校

と
か
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

市
長
　

交
流
は
様
々
な
分
野
で
広
が
り
ま
す
。

大
川
　

最
近
、
農
業
に
興
味
を
持
つ
若
者
も
増
え

て
ま
す
よ
ね
。

市
長
　

果
物
は
難
し
い
で
す
が
、
野
菜
だ
っ
た
ら

一
年
で
あ
る
程
度
は
栽
培
で
き
ま
す
ね
。

大
川
　

日
本
は
今
、
食
料
自
給
率
三
・
九
割
で
す

よ
ね
。
で
す
か
ら
、
若
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
食

べ
て
い
け
る
農
業
が
広
ま
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

農
家
の
方
が
罷
齢
化
し
、
桃
な
ど
は
脚
立
で
大
変

で
す
か
ら
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
も
い
い
で
す
よ
。
花

も
咲
き
ま
す
し
、
紅
葉
も
し
ま
す
し
、
実
も
お
い

し
い
で
す
。
果
物
を
栽
培
す
る
自
然
の
サ
イ
ク
ル

で
子
育
て
す
る
と
、
感
性
も
豊
か
に
な
り
、
自
然

を
大
切
に
し
た
り
、
人
間
を
慈
し
む
気
持
ち
が
芽

生
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　

都
会
か
ら
田
舎
の
農
家
に
嫁
に
き
て
、
子

ど
も
を
自
然
に
の
び
の
び
と
育
て
る
こ
と
が
で

き
、
「
農
家
に
嫁
い
で
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い

た
番
組
が
あ
り
ま
し
た
。
自
身
の
兄
弟
の
お
子
さ

ん
と
比
べ
て
そ
う
感
じ
た
そ
う
で
す
。

土
屋
　

そ
う
い
う
人
が
来
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

大
川
　

今
、
子
育
て
を
見
て
い
る
と
、
日
本
の
将

来
が
心
配
で
す
。
甲
州
市
と
も
ご
縁
が
あ
り
、
私

と
し
て
で
き
る
こ
と
は
頑
張
り
ま
す
。

土
屋
　
観
光
大
使
は
、
モ
チ
ペ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ

て
い
ま
す
ね
。

市
長
　

こ
れ
か
ら
も
観
光
大
使
と
し
て
、
ぜ
ひ
、

甲
州
市
の
魅
力
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
発
信
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
　

本
日
は
長
時
間
に
わ
た
り
、
楽
し
く
夢
の

あ
る
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
二
人
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

文京区役所貴 賓室で行われた
市長との対 話
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市議会の風景

夢
の
あ
る

明
日
を
つ
く
裁

市
議
会
は
、
甲
州
市
の
、
よ
り
良
き
明
日
を

つ
く
る
た
め
、
行
政
に
市
民
の
声
を
反
映

さ
せ
る
重
要
な
担
い
手
で
す
。

建設経済常任委員会

総務常任委員会

教育民生常任委員会

甲
州
市
議
会
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
声
を

行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
選
挙
に
よ
っ

て
選
ば
れ
た
十
八
名
（
現
員
十
七
名
）
の
議

員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
は
年
四
回
の
定
例
議
会
と
、
必
要
に

応
じ
て
開
か
れ
る
臨
時
議
会
か
ら
成
り
、

市
の
予
算
や
条
例
な
ど
、
甲
州
市
の
よ
り

良
い
明
日
を
つ
く
る
た
め
、
様
々
な
議
案
に

つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

ま
た
議
会
内
に
は
、
多
岐
に
わ
た
る
行
政

の
案
件
を
審
議
す
る
常
設
の
総
務
・
建
設

経
済
・
教
育
民
生
の
三
つ
の
常
任
委
員
会

が
置
か
れ
、
議
員
は
そ
の
い
ず
れ
か
に
所

属
し
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
市

の
重
要
課
題
に
つ
い
て
は
、

特
別
委
員
会
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

市
議
会
は
、
市
民
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
た

め
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

T
ｈｅ Ｋ Ｏ ＳＨ Ｕ 

ｃｉty ｃｏｕｎｄｌ ｃｏｎsists ｏｆ １８

ｍ ｅｍ ｂｅrs( ａt Pr ｅsｅｎt １７ ｍ ｅｍ ｂｅrs) ｄｅｃtedt

ｏ r ｅ
ｎ
ｃｃt the ｖｏｉｃｅs of ajl citi ｚｅｎs in theP

ｕblic administr ａtｉｏｎ ｗｏrks.

Ｋ Ｏ ＳＨ Ｕ ｃｊty ｃｏｕncil holds f1) ｕr reg ｕlar;lsselllblies 

ａ y ｅａr ａｎｄ ｅｘtr ａｏrdinary

ｓsemblies to deliber ａtｅ ｏｎ ｖａrioｕs biHs.

Additio “aHy ， tｈｅｉｅ ａrｅ thr ｅｅ st ａｎｄｉｎｇ

ｃｏｍ ｍｉttｅｅs- ｇｅｎｃraJafElirs; in6
‘ａstrｕｃtｕrｅ/

ｃｏｎstr ｕｃtｉｏｎ ｅｃｏｎｏｍｉｃs; ａｎｄ ｅｄｕｃａtｉｏｎ

ａｎｄ ｗcl £lrｅ- ｃｏｎｌＰrised of 血11 t ｉｍ ｅ ｃｉty

ｃｏｕｎｃＵｌｏrs.

Ｓ
Ｐｅｃｉａｌ ｃｏｍ ｍ ｉttｅｅs ａre fbr ｍ ｅｄ ｆｏr t ｈｅ

ｃrｕｃｌａ]Clty lss ｕｅs.

Ｔｈｅ ｄty ｃｏｕ
“dl Plays ａ 

ｋｃy role ill hdPingdti

ｚｅｎs ａｃｈｉｅｖｅ thejr dr ｅａｍs.

争
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M ｕｎｉｃｉｐａ１ Ａｓｓembl ｙ

甲州市議会議員

廣瀬宗勝 議員　 岡

ｉ

‥一
！

。

ぶ

劇

作

夏八木盛男 議員　矢野義典 議員

野尻陽子 議員　 平塚　義 議員

丸山国一 議員　 中村勝彦 議員

古屋匡三 議員

川口信子 議員

岡部紀久雄 議員　相渾俊行 議員　 黒川武雄議員　 廣瀬明弘 議員　 高畑一幸 議員

古屋 久 議 員

日向　 正 議員

G ｅ面 劈 ４ 詣 ｍｏｍ ）tし’Ｗ ｋ ｒｅ ＤｒＭ ｍｓ ル ｅ Ｐｏｓ蚕 心 ．
The city ｃｏｕncil Plays ａ ｋｅｙ ｒｏｌｅ ｉｎ ｒｅｎｅｃting citi ｚｅｎs' ｖｏｉｃｅs in P ｕblic administr ａtｉｏｎ ｗ ｏｒk in the int ｅｒｅsts

ｏｆ ａ ｂｅttｅr Rlt ｕrｅ ｆｏr Ｋ Ｏ ＳＨ Ｕ ｃｉty;
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農産物のブランド化を図り､流通体制の充実を目指して
市長自らトップセールスを行った(台湾)

／Ｊ

･ ‰ ,

I X

こ

の

貴

重

な

観

光

産

業

の
資

源

を
継

承

す

る

た

め

に

、
市

で

は
、
基

幹

産

業

で

あ

る
果

樹

を

中

心

と
し

た

担

い
手

の

育
成

な

ど
、
国

内

屈

指

の
農

業

振
興

を

推

進

す

る
と
共

に

、
市

民

や
関

係

団

体

と

の
協

働

に
よ

り

、
さ

ま

ざ

ま
な

体

験

型

ツ
ー
リ

ズ

ム

を
実

施

す

る
な

ど
、
国

内

外

か

ら
多

く

の
観

光

客

が

訪

れ

る
「
フ

ル

シ

ー

ズ

ン
（
通

年

型

）
」
の

交

流
ま

ち

づ

く
り

を

推
進

し

て

い
き
ま

す

。

ま
た
、
大
菩
薩
嶺
を
は
じ
め
と
し
た
緑
豊
か
な

山
々
、
そ
の
懐
に
広
が
る
果
樹
園
の
景
観
、
武
田

家
ゆ
か
り
の
神
社
仏
閣
な
ど
、四
季
折
々
の
色
彩

を
醸
し
出
す
魅
力
を
最
大
限
に
活
用
し
た
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
の
推
進
に
よ
り
、
年
々
観
光
客
が
増

加
し
て
、
現
在
で
は
三
〇
〇
万
人
を
超
え
る
観
光

立
市
と
し
て
成
長
し
ま
し
た
。

い
ｙ
ぴ
い
き
ｒ
こ

特
に
ワ
イ
ン
産
業
は
、
本
市
の
代
表
的
な
特
産

品
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
品
質
の
高
さ
は
、
今
や

日
本
を
代
表
と
す
る
「
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｕ
」
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
、
世
界
中
に
名
を
轟
か
せ
て
い
ま
す
。

争
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創意に満ちた活力ある産業のまちづくり

Xlr
”

呵

ご' “″″●ｗ●寞㎜ ・1ご　｀'`●　sこ

ワインの品質向上とブランド化を推進しています

全国各地のブドウ産地が一堂に会した｢ブドウサミット｣

完熟桃食べ歩きキャンペーン

ワインツーリズム

サクランボ狩り

観光農園を通じて都市との交流が進んでいます
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子育て支援の充実を図ります

f ，yこ，

バ ，

万
　
　
　
　
　
　

域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

ｔ

Ｊ
　

づ

言

几

万

ｙ

ち
の
実
現
を
目
指

ま
た
、
す
べ
て
の
市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
支

え
合
い
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、社
会

福
祉
協
議
会
や
関
係
団
体
等
の
活
動
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、市
民
一
人
ひ
と
り
の
福
祉
意
識
の

高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、
健
康
づ
く
り
で

す
。
本
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
寿
命

の
延
仲
を
図
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な
健
康
づ

く
り
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、人
生
の
各
期

に
応
じ
た
「
き
め
細
か
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
」
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ

う

し
た

な

か
、
全

国

で
最

も
住

み

や

す

い
ま

ち

を

目

指
す

本

市

で

は
、
保

健
・
医

療
・
福

祉

の
一
体

的

な

事

業

展

開

は

も

と

よ

り
、
ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア

や

企
業

等

の
協

働

に
よ

り

、
す

べ
て
の

市
民

が

分

け

隔
て

な

く
平

等

に
、
健

康

で

ゆ

と
り

と
生

き

が

い
を

持

っ
て
暮

ら
す

こ

と
の

で

き

る
、
健

康

と

福

祉

の

ま
ち

づ

く
り

を

推

進
し

て

い
き
ま

す

。
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健やかに心ふれあう健康･福祉のまちづくり

楽しい子育て交流の場を支援しています

老人福祉大会を毎年開催しています

親子で集い､語り合いができる｢つどいの広場｣

子育ての地域拠点づくりを推進しています

/ ″ 夕 ９
１

諮
眼
目
ｒ

出

｢食｣からの健康づくりを推進しています

Ｓ
Ｓ
一

Ｘ

Ｊ

ご

体力づくりのため､いきいき健幸教室を開催しています

麗
麗
『

４
　
　

８

４
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一

も
た
ち
の

一
が
は
じ
け
る

よ
い
ま
ち
へ
。

みなさんに親しまれる

甲州市中央防災広場～塩むすび～

本
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
都
市
的
環
境

が
調
和
し
た
地
域
間
の
均
衡
あ
る
発
展
に
向
け
、

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

治

山
・
治

水

な

ど

近

年

発

生

す

る
災

害

の

備

え

に
は

、
災

害
発

生

危

険

箇
所

や

河
川

の
整
備

、
用

排

水

路

の

維

持

管

理

体

制

の

確

立

、
土

砂

災

害

に
備

え

る
‘意

識

の
高

揚

な

ど

を

推

進
す

る

な

か
、

消

防

や

警

察

な

ど

の
関

係

機

関

と

も
連

携

を
強

化

し

、
防

災
訓

練

の
実

施

、
自

主

防

災

組

織

の
育

成

強

化

な

ど

地

域

防

災

力

の

向

上

に

向

け

た

、

地

域

一
体

と

な

る

災

害

の

な

い

明

る
い

地

域

づ

く
り

に
取

り

組
ん

で

い
ま

す

。

ま
た

、
長

期

的

な
都

市

づ
く

り

の
方

向

性

を
定

め

た

都

市

計
画

マ
ス
タ

ー
プ
ラ

ン
に

基

づ

き
、
都

市

づ
く
り

体

制

を
強

化

し

、
市
民

及

び

事

業

者

の

参

画
・
協

働

の
も

と
、
都
市

基

盤

整
備

を

進

め
ま

す

。

さ
ら
に
、
市
の
特
性
を
生
か
し
た
、
個
性
的
で
活

力
と
魅
力
に
満
ち
た
快
適
な
市
街
地
の
形
成
を

図
る
中
で
、
定
住
と
交
流
を
支
え
る
便
利
で
安

全
・
安
心
な
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確

立
に
向
け
た
公
共
交
通
機
関
の
充
実
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

42
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快適で安心して暮らせるまちづくり

歴史的景観の保存や形成を推進しています　　　　　　　　　 豊かな自然景観との調和1

地域資源の魅力を再発見､創造するシンポジウムを開催しています　 防災意識や自主防災組織の充実を推進しています

地域消防力の一層の強化を図る甲州市消防団

市内幹線道路

？

二

ｊ ！ 目



心
豊
か
な
人
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ぢ

く
り

人
に
よ
っ
て

ま

れ

る
。

本
市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
確
か

な
学
力
、
豊
か
な
人
間
性
、
健
康
・
体
力
な
ど
生

き
る
力
を
身
に
つ
け
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間

と
し
て
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
教
育
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

特
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
豊
か
で
多
様
な
学
習

環
境
の
構
築
に
は
、
創
意
工
夫
に
満
ち
た
教
育

活
動
の
展
開
を
図
り
、
知
・
徳
・
体
の
基
礎
・
基

本
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
個
性
や
創
造
性

豊
か
な
児
童
・
生
徒
の
育
成
に
努
め
、
思
い
や
り

の
心
を
持
つ
豊
か
な
人
間
性
を
醸
成
し
、
自
ら

学
び
、
考
え
る
自
主
性
、
社
会
性
、
協
調
性
を

身
に
つ
け
た
「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
化
や
情
報
化
、
環
境
問
題
へ
の
取
り

組
み
な
ど
、
時
代
変
化
に
対
応
し
た
教
育
の
充
実

に
も
努
め
、
勤
労
観
、
職
業
観
を
育
て
る
教
育
を

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

ま

た
、
市

民

文

化

会

館

、
中

央

公

民

館

、
地

区

公

民

館

、
自

治
公

民

館

、
図

書

館

、
総

合

グ
ラ

ウ
ン

ド

な

ど

を
生

涯

学
習

の
拠

点

と
し

て

、
生

涯

の
各

期

に
応

じ

た

各
種

の

教
室
・
学
級

の
開

催

、
さ
ら

に
、

誰

も

が

生

涯

に

わ

た

っ
て

気

軽

に

ス

ポ

ー
ツ

を

楽

し
み

な

が
ら

、
健

康

づ

く
り

や

体

力

づ
く

り

が

で

き

る
生

涯

ス

ポ

ー

ツ

の

普
及

を

促

進

し

て

い

き
ま

す
。

44
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心豊かな人を育む教育・文化のまちづくり

生涯学習拠点の市民文化会館では数々の企画展を

開催しています

多彩な芸術･文化の鑑賞する場を促進しています

ll. Ｔ ‾’
Ｌ

聊

に
丿
ｉ

ｊ
 
‘ｊ
4

j●L４

仲間とのふれあいを深める取り組みを推進しています

ナイター陸上

信玄公祭り:巫女の舞

多 丿

国際交流の集い

１
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自然と共生する環境保全のまちづくり

４

｜ ’㎜ ■㎜㎜㎜㎜ ㎜ ■㎜

イ

へ'j ゛': ｘ－ 皿 ａ Ｉｉ唾 ａ 顧 國

伝統的な茅葺きの｢切妻民家｣が多く残る上条集落

苫

共
に
。 良好な自然環境を学ぶ「川ある～き」

本
市
は
、
緑
豊
か
な
山
々
や
森
林
、
広
大
な
果
樹

地
帯
や
渓
谷
の
清
流
な
ど
、
自
然
か
ら
の
恩
恵
を

受
け
る
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
自
然
環
境
は
、
良
好
な
環
境
を
創
造

し
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
の
生
息
空
間
を
担
う
と
と
も

に
、
自
然
景
観
を
形
成
す
る
要
素
と
し
て
も
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
本
市
で
は
循
環
型
社
会
の
形

成
を
目
指
し
、
ご
み
処
理
体
制
の
充
実
を
進
め
な

が
ら
３
Ｒ
運
動
を
積
極
的
に
促
進
し
、
ご
み
を
出

さ
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
自
然
景
観
や
地
域
の
美
し
い
果
樹

景
観
の
保
全
に
向
け
て
、
環
境
基
本
計
画
や
景
観

条
例
を
制
定
し
、
学
校
教
育
や
地
域
活
動
な
ど

の
場
で
、子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
市
民
へ
の
環
境

教
育
に
お
け
る
意
識
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
子
不
ル

ギ
ー
の
活
用
方
法
を
積
極
的
に
推
進
し
、
環
境
に

配
慮
し
た
先
進
的
な
地
域
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
河
川
清

掃
や
緑
化
活
動
、
不
法
投
棄
防
止
、
ご
み
の
排
出

量
を
抑
制
す
る
た
め
の
減
量
化
を
基
本
に
、
再
利

用
や
再
資
源
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
、

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
構
築

を
推
進
し
ま
す
。
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とも に つく る 参 画 と協 働 の まち づく り
一
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ゴミゼロキャンペーン河川清掃

本
市
で
は
、
地
方
分
権
時
代
の
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
仕
組
み
と
し
て
、
総
合
的
な
指
針
づ
く
り
の

も
と
、
市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
協
働
体
制
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
と
し
て
Ｉ
〇
〇
の
区
が
存
在
し
、
各
区
・

組
ご
と
の
基
礎
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
、

趣
味
や
共
通
の
関
心
な
ど
を
通
じ
て
、
様
々
な
地

域
形
成
が
構
築
さ
れ
、
地
域
の
活
性
化
の
原
動
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
犯
・
防
災
・
交
通
安
全
・
地
域
福
祉
な

ど
も
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
、
市
行
政

と
の
協
働
体
制
の
仕
組
み
か
ら
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
社
会
貢
献
や
地
域
活
性
化
に
向
け
た

活
動
に
参
画
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
各
種
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
事
業
者
、
行
政
が
、
対
等
な
立
場
で

連

携
・
協
働
し
て
い
く
地
域
づ
く
り
は
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
の
変
化
に
順
応
し
て
い
く
た
め
に
最
も

大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
加
え
、
国
内
外
に

お
け
る
他
地
域
等
と
の
交
流
も
、
地
域
活
性
化
や

人
材
育
成
の
大
き
な
契
機
と
な
り
ま
す
。

未
来
へ
と
継
承
さ
れ
、
発
展
す
る
甲
州
市
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
芽
生

え
る
市
民
活
動
を
拡
大
さ
せ
、そ
の
拠
点
と
な
る

市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
組
織

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
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甲州フルーツマラソン大会

放光寺　大黒天祭り

大善寺　藤切り祭り

ひな飾りと桃の花まつり

大菩薩山開きI 介山祭|

自卜ヽ||市ふ る さ と 武田 勝 頼 公 まつ り

藤木道祖神太鼓乗り

田野十二神楽

一之瀬高橋の春誂

T 加 Ｒ 雨
皿u Ｏ

ｆ Ｋ Ｏ ＳＨ Ｌﾉ ｝ダ　　

≒●４　４ヰふ･`゙ 5
だ ９ 心 加7 松 虜 だ 凹

伝
統
に
育
ま
れ
た
甲
州
の
祭
り

甲州市かつぬまぶどうまつりのクライマックス、鳥居焼きと花火



W｡ 心 ’ 心

あ

＼

iS 。

。り ／

，メ
ー

で喬 ］

～,.--〃 ふ

コ州市およっちよい祭り

武田陣中ほうとうまつり

２

月

１１一
日

～

４

月
1
8
日

４

月
1
2
日

４

月
中

旬

４

月
1
8
日

４

月

第

四

日

曜

日

４
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５
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６
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９
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Ｈ
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十
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神
楽
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指
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民
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文
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）

一
之
瀬
高
橋
の
春
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（
県
指
定
無
形
民
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文
化
財
）

ひ
な
飾
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と
桃
の
花
ま
つ
り

恵
林
寺
信
玄
公
忌
「
し
ん
げ
ん
さ
ん
」

大
菩
薩
山
開
き
「
介
山
祭
」

向
嶽
寺
秋
葉
神
社
大
祭
「
あ
き
や
さ
ん
」

甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り

放
光
寺
大
黒
天
祭
り

大
善
寺

藤
切
り

祭
り
（
関
東
三
大
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祭
）

大
菩
薩
ト
レ
ッ
キ
ン
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「
新
緑
編
」

菅
田
天
神
社

み
そ
ぎ
祭
り

塩
山
温
泉
祭
り

甲
州
市

か
つ
ぬ
ま
ぶ
ど
う
ま
つ
り

大
菩
薩
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
「
紅
葉
編
」

熊
野
神
社

御
幸
行
列
「
や
っ
こ
ら
」

甲
州
フ
ル
ー
ツ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

甲
州
市

お
よ
っ
ち
ょ
い
祭
り

か
つ
ぬ
ま
新
酒

ワ
イ
ン
ま
つ
り

武
田

陣
中
ほ
う
と
う
ま
つ
り
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本市は甲府盆地の東部に位置し、北東側には秩父多摩甲

斐国立公園の秩父山系の山並みが連なり、北は広大な山

岳地帯が広がり、多摩川水系の源流地帯となっていま

、`す。南は山岳部と平坦部との間に重川、日川及びその
ｙ　支流によ

って形成された複合扇状地が広がってい

、`ます。市街地の南西部の標高330m から大菩薩嶺

、`（2,057m ）がある東部や北部の山岳地帯まで標

卜 高差のある地形になっています・

、`都心から約100km 圏内に位置　
二

｀ヽ しています。
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高速道路 ｉ

市 章

武田菱と光に輝く葡萄の実を表現しています。

市の面積　264.0W

市役所本庁舎の位置

標高　402.7m

北緯　35度42分1秒

東経　138度43分58秒

甲 州 市 役 所 本庁 舎

〒404-8501 甲州市塩山上於曽1085 番地1TEL0553-32-2111

（代）

勝 沼 支所

〒409-1392 甲州市勝沼町勝沼756番地

TEL 0553-44-1111 （代）

大 和 支 所

〒409-1298 甲州市大和町初鹿野1693 番地1TEL

0553-48-21 1 1 （代）

公式ホ ームペ ージ

メールアドレス
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( 人)40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

「

ド ド リ1田 田 ，=ﾚﾂ;4.1:
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(世帯)40,000

15,000

10,000

5,000

０
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2005 年　　2006 年　　2007 年　　2008 年　　200 り年　　XO10
年　　2011 年　　2012 年　　2013 年　　2014 年　　2015

年

1,500　

(人)

1,200 900 600

※毎年4月1日現在　資料：市民課

※2015.4.1現在　資料：市民課



ｊ　　　　　経営耕地面積

睦 。�jk
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���1膠��Xrr?1,1�Xn?11k �ｊｄＳ，

塩山地区 � ２ �220 � ７ �227 �229

奥野田地区 �- �142 � ４ �148 �148

大藤地区 � １ �138 � ３ �141 �142

神金地区 � ２ �88 � ７ �95 �97

玉宮地区 � ２ �67 � ６ �73 �75

松里地区 � ５ �205 � ８ �213 �218

勝沼地区 �- �196 � ４ �200 �200

祝地区 �- �196 � ０ �196 �196

東雲地区 �- �197 � １ �198 �198

菱山地区 � ０ �131 � ２ �133 �133

大和地区 � ０ �25 � ９ �34 �34

※2010年世界農林業センサス　責科：産業振興課

哩’　，　　 皿 涵 漣 圃 Ｉ 目･i 三㎜

※2005 年 果樹生 産出 荷統計　 資 料：産業 振興 課

※2005 年果樹生産出荷統計　資料：産業振興課
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玉
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神
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～
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東
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地
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祝
地
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勝
沼

地
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１

大
和
地
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菱
山
地
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0年世界農林業センサス　資料：産業振興課
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※2010 年世界農林業センサス　資科：産業振興課
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農林水産業 � ６ �153 �26 �363

建設業 � ’229 �1,355 �218 �1,187

製造業 �184 �2,227 �182 �2,250

電気・ガス・

水道業 �
５ �78 � ５ �71

運輸・通信業 �33 �464 �47 �ｱ07

卸・小売業 �422 �2,088 �408 �2,253

金融・保険業 � １６ �201 � １３ �171

不動産業 �48 �71 �61 �158

サービス業 �593 �2,719 �614 �3,095

その他 �173 �2,318 �175 �2,486

'口 計　　 ヰ �ﾕJ,709太 �
－
訪 抑 止 �エ1,749工 �⊇2,741 塵

※2010 年世界農林業センサス　資料：産業振興課　　 ※2006 年事業所・企業統計調査、2009 年経済センサス基礎調査　資料：産業振興課
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甲 州 市 市 勢 要 覧2015

(人)3,500,000

3,000,000

2,500,000

こ

3

,

441

,

886　　　

3
,
370

,
389

3

･

258

･

221　　3

,

248

,

465

3
,
157

,

153
ﾀﾞ

2009 年

■Xli･･, ，�皿 ３コ|皿 �●a11・l ｓ圃 �- 恥�凰lｓ皿 �厦9?i同郷iy9

塩山 �

第1投票区 �585 �614 ��1,199

�第2投票区 �523 �583 ��1,106

�第3投票区 �542 �597 ��1,139

�第4投票区 �1,238 �1,429 ��2,667

�第5投票区 �892 �1,017 ��1,909

�第6投票区 �878 �941 ��1,819

�第7投票区 �1,018 �1,170 ��2,188

�第8投票区 �681 �685 ��1,366

�第9投票区 �405 �429 ��834

�第10投票区 �232 �274 ��506

�第11投票区 �39 �26 ��65

�第12投票区 � １６ � １２ ��28

�第13投票区 � ７ � ８ �� １５

�第14投票区 �329 �360 ��689

�第15投票区 �54 �51 ��105

�第16投票区 �874 �927 ��1,801

�第17投票区 �933 �1,012 ��1,945

�第18投票区 �67 �65 ��132

勝沼 �

第1投票区 �330 �353 ��683

�第2投票区 �481 �514 ��995

�第3投票区 �286 �306 ��592

�第4投票区 �495 �567 ��1,062

�第5投票区 �323 �361 ��684

�第6投票区 �238 �258 ��496

�第7投票区 �224 �211 ��435

�第8投票区 �381 �450 ��831

�第9投票区 �254 �255 ��509

�第10投票区 �475 �499 ��974

大和 �

第1投票区 �358 �406 ��764

�第2投票区 �142 �162 ��304

�第3投票区 � １２ � １５ ��27

逼膝皿 隠比肩膠芦゙ ��W13,312ミ �･翠゙ 14,557 ’ ��工27,869 二

※2015.4.2 現 在　 資 料 ：甲 州市 選挙 管理委 員会

2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年

資料：観光交流課

一 一
�' ・ 爾t&l皿 。�,皿ljE 重丿酢皿

熊野住宅 �3 戸 � 昭和43 年

上 塩後住宅 �184 戸 �昭和48 年 ～平成14 年

竹森住宅 �24 戸 � 昭和57 年

円光団地 � １戸 � 昭和39 年

新井団地 �6 戸 � 昭和45 年

勝沼6 号団地 �16 戸 � 昭和49 年

勝沼7 号団地 �16 戸 � 昭和52 年

宮本団地 �2 戸 � 昭和55 年

西の原団地 �26 戸 � 平 成2 年～平成17 年

資料：建設課

㎜ii 漣,｡ 画

上塩後住宅 �

㎜　　　8

戸 �-　　　平成14 年

久保平団 地 �8 戸 � 平成5 年

資料：建設課

J㎜㎜●型 皿:　　

松里住宅 �

皿　　　　80

戸 �

㎜iaiirTTTT:!　　　

平成5年
赤尾住宅 �80 戸 � 昭和48 年

勝沼住宅 �80 戸 � 昭和58 年

資料：建設課

一 一 �
‾'゙4aX・- 皿 ，�一 一 一 �｡皿 厦丿濯 机岫･･-j

団長 � １ � 勝沼分団 �104

副団長 � ４ � 祝分団 �78

塩山分団 �104 � 東 雲分団 �90

奥野田分団 �74 � 菱山 分団 �58

松里分団 � １１０ � 大和分団 �102

玉宮分団 �43 � 女性消防隊 � １３

大藤分団 �62 � ラ ツパ隊 � 内１７

神金分団 �102 �闇闇 魚 皿 �W ’945 ’ヰ9

※2015.4　資料：総務課



j ≧11!●

初代 �

皿 ａΞ皿 ，

志村　　学 �

皿 逞iilili 皿　

平成18年4月１日 �

皿 ａｉＳＸａΞ皿　

平成19 年3 月22 日 �1

∃ａａｉ

１年

2代 �依田　正司 � 平成19 年4 月１日 �平 成21 年3 月31 日 �2 年

3代 �深沢　博昭 � 平成21 年4 月１日 �平 成22 年3 月29 日 �1 年

4代 �佐藤　繁則 �平 成22 年4 月１日 �平 成23 年3 月31 日 �1 年

5代 �鷹野　勝己 �平 成23 年4 月１日 �平 成24 年3 月30 日 �1 年

6代 �雨宮　英司 �平 成24 年4 月１日 � 在職中

資料：政策秘書課

LUilij　

1 �

皿

高畑　一幸 �j

恚･i 聖１

１１ �-　　　矢 野 義 典

２ � 廣瀬　明弘 � １２ � 夏八 木盛男

３ � 黒川　武雄 � １３ � 古屋　　 久

４ � 相渾　俊行 � １４ � 古屋　 匡三

５ � 岡部紀久雄 � １５ � 平塚　　 義

６ � 日向　　 正 � １６ � 野尻　陽子

８ � 川口　 信子 � １７ � 岡　　 武男

９ � 中村　 勝彦 � １８ � 廣瀬　宗勝

１０ � 丸山　 国－

※平成27 年10月1 日現在　資料：議会事務局

縦申しいい Ｕ ド ピ

FI` ゛'゙ �7y17 － �’･aiilj･S ■
・皿 �- £lilj蘆il・皿 �xg ・｢ntXXI

白Ｉ

初代 �田辺　篤 �平成17 年11 月27 日 � 在職中 �10年(3 期)

資料：政策秘書課

--il･　

初代 �

皿L Ξ1皿　

廣瀬 宗勝 � 平 成17 年12 月７日～平 成19 年6 月15 日

2代 � 佐藤　栄也 � 平 成19 年6 月15 日～平成20 年7 月24 日

3代 � 桐原　正 仁 � 平 成20 年7 月24 日～平成21 年3 月25 日

4代 � 平塚　　 義 � 平成21 年3 月25 日～平成21 年11 月26 日

5代 � 岡　　 武男 � 平成21 年11 月30 日～平成22 年12 月21 日

6代 � 古屋　　 久 � 平成22 年12 月21 日～平成23 年12 月19 日

7代 � 夏八木盛男 � 平成23 年12 月19 日～平成24 年12 月19 日

8代 � 曽根　益彦 � 平成24 年12 月19 日～平成25 年11 月26 日

9 代 � 中村　勝彦 � 平 成25 年11 月28 日～在職中

※平成27年10月1日現在　資料：議会事務局

圖i ’
� Ｗ－- ｙ１７Ｊみ●佩弗W　　　　　W

�標９ �j1 �ak �J 間k �J閤k �XIS ●k�Xm11 ＿ �_,歳1･i腕■i｡。�.。｡●1 ●il ●i｡｡｡。�－,㎡iil●｡。�｡。●Ma ｏd
塩山南小 �527 �505 ��498 �490 �451 �433 �421 �404 �398 �385

塩山北小 �235 �218 ��202 �207 �210 �221 �207 �203 �195 �181

奥野田小 �188 �201 ��196 �191 �191 �184 � １８４ �172 �159 �156

大藤小 �125 � １１６ ��１１５ � １１７ �105 �97 �89 �80 �79 �65

神金小 �95 �89 ��95 �98 �85 �84 �78 �74 �66 �60

玉宮小 �49 �51 ��56 �51 �51 �46 �39 �30 �23 �23

松里小 �155 �160 ��157 �147 �148 �151 �140 �133 �129 �125

井尻小 �142 �137 ��139 �140 �136 �137 �136 �141 �134 �125

勝沼小 �155 �148 ��164 �165 �160 �169 �171 �169 �164 �166

祝　小 �128 �133 ��137 �145 �135 �128 �127 �126 � １１６ � １１６

東雲小 �224 �203 ��204 � ２２０ �225 �225 �207 �200 �180 �157

菱山小 �75 �71 ��69 �61 �55 �51 �39 �36 �36 �32

大和小 �59 �58 ��61 �62 �63 �62 �60 �57 �50 �53

ｋ 合 計＿ �
之2,157

＿ �｡112,090
太 ��JS｡2,09j

皿 �j晶と2 094T握 �λ辺5 ’�扇 乱988 － �1rl,898'w �`W゛1,825’ �`゙ 1,729 ‾ �`゙ 1,644 爾`嘱

※毎年5月1日 現在 資料 教育 総務課

･ �１
�-

耀，=yjW.､7.,.4W〃r　　　　　　　　　=　　　　　　　　　　 一一-～●
��lm �jl!IS �J 而lk �Ｊ自叙 履● �J 閤k �J 皿k �Xlb ●i。。�Xilal●,。�JS, ， �J●●1･il●,i

塩山中 ��469 �467 �469 �457 �470 �450 �467 �437 �438 �418

塩山北中 ��141 �158 �145 �126 � １１３ � １１４ �122 �121 � １１７ � １１２

松里中 ��159 �145 �142 �150 �149 �136 �133 �134 �140 �134

勝沼中 ��264 �286 �279 �283 �271 �273 �280 �267 �289 �297

大和中 ��42 �33 �29 �22 �20 � １８ �20 �26 �31 �30

星 合’計て ��Ｗ`Ｉ,０７５= �`聊゙ 1,089'W' �W ゛1,064` 聊゙�～1,038 ャ �Υ1,023ご �r991χ �Σ1,022 でXL�χ985 χ �,之1,015 之 �_991ﾑJ
※毎年5月1日現在　資料 教育総務課
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？

ｆ

｀喝強;〃 �゙¬ 〃 �¬J �W 証礁海、 �W
49 � 桐京城脚 � 匹 �　 �　

2010 �13,114 （35,594） �6,054 （11,743） �46.16 （32.99） �(4726)

2011 �13,113 （35,147） �6,038 （11,579） �46.05 （32.94） �(4770)

2012 �13,154 （34,838） �5,961 （11,322） �45.32 （32.50） �(4617)

2013 �13,184 （34,469） �5,898 （11,084） �44.74 （32.16） �(4421)

2014 �13,199 （33,953 ） �5,825 （10,790） �44.13 （31.78） �(4169)

( 人)12,000 ( 人) _65 歳以上75 歳未満

※事業年報　資料：国保年金課

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

０

_65 歳以上75歳未満9975 歳以上

2011 年　　2012 年　　2013 年　　2()14 年　　2015 年

※平成27年4月１日現在　資料：介護支援課

ｇ泌2a75歳以上

2011 年　　2012 年　　2013 年　　2014 年

※平成27年4月1日現在

201

資料 ：

5年

国保年金課

��皿’ �`- 謬I■爽東ﾐ ’

��7皿 ’�'1皿 �`゙四
㎜

�皿 略幽㎜ �� Ｘａ き1●1_ ＿�＿jAtl･ ぽlityk
-

有形文化 財 �

建造物 �� １ � ９ � １４
� -

�49

�美術工芸品 �

絵画 � １ � ２ �10 �31 �44

��彫刻 �- � ８ � ８ � １７ �33

��工芸品 � １ � ２ � ７ �22 �32

��書跡 �- �- � １６ � １０ �26

��考古資料 �- �- � ３ � ２ � ５

��歴史資料 � 一 � １ � ７ � ５ � １３

�Xiiy=小計’=’IW゛ ��- ｊ- �'='22'W' �-611 ’�･皿､ 二112皿 �皿 ∠Ｕ∠皿

無形文化 財 ���- �- �- �- �-

民俗文化財 �
有形 ��-

�-　　　 ●

�- � ５ � ５

�無形 ��- �- � ３ � ４ � ７

記念物 �

史跡 ��- � ２ � ４ � １２ � １８

�名勝 ��- � ２ � ３ � １ � ６

�天然記念物 ��- �- � ７ �21 �28

Ｅ_ Ｊ ���- ・- �a１17 ６　j１６ �･- ， 82 � Ｗ １゙５５ �266　　 ¶

重 要伝統的建造物群保存地区 ��� １ ���� １

登録有形文化 財（建造物） � 建造物　11 � 工作物　３ � 計　14

登 録有形民俗文化 財 � 生 産、生業 に用いら れるもの　１ �� 計　１

※平成27 年10月1日現在 資料 文 化財課
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甲 州 市 市 勢 要 覧２０！５

１

平成19 年10 月10 日制定

一｡ 親から進んで挨拶をします。

二。手づくりの朝食で、健康な心と体をつくります。

三。家族は互いに認め合い、明るい家庭を築きます。

四｡ 子どもからの話かけをじっくり聴きます。

五。子どもの個性を認め、長所を伸ばし、ゆったり育てます。

六｡ 親が社会のルールをきちんと守ります。

七｡ 命の大切さと他人を思いやる気持ちを教えます。

八。良いことは誉め、悪いことは叱ります。

九。芸術や読書に親しみ、豊かな心を育みます。

十｡ 学校を信頼し、共に教育にかかわります。

みのりの風　 虹の丘
作詞：松井五郎　 作曲：森山良子　 編曲：信長貴富

木洩れ日に

誘われて

紡ぐ

いのちの詩

季節を飾る

花の名を

鴬（とり）たちが

告げる

あゝみのりの風に

包まれて

この丘に佇めば

きっとあなたは

虹のひと色

市の 木「ぶどう」

２。 晴れた空

信じあう

夢は

長い便り

いにしえの声

たどる旅

なつかしい

明日

あゝみのりの風が

吹き抜けて

新しく巡る日に

きっとわたしも

虹のひと色

市 の 花「さくら」

３。 川の音

すくう手で

作る

一葉（ひとは）の舟

心を繋ぐ

道の先

待っている

笑顔

あゝみのりの風に

包まれて

この丘に佇めば

きっと誰もが

虹のひと色

きっと誰もが

虹のひと色

市の 鳥「うぐ い す」



国の重要伝統的建造物群保存地区に選定された上条集落から､甲州市の町並みを望む。

甲州市役所
〒404-8501 山 梨県 甲 州 市 塩 山上 於 曽1085 番地1( 本 庁 舎)

TEL.0553-32-2111( 代) ＦＡＸ.0553-32-1818

公式ホームページhttp: がｗ　ｗｗ.city.kosh ｕ.yａｍａｎａshi･jp　　　

■ 発行 ／ 甲州 市　 ■ 発 行日 ／平 成27 年11 月

■企 画・制 作／ 株 式 会社K2･ ＯＮＥ;
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